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              紀美野町第１回定例会会議録 

              平成２０年３月１１日（火曜日） 

 

○議事日程（第１号） 

平成２０年３月１１日（火）午前９時００開議 

第 １        会議録署名議員の指名について 

第 ２        会期の決定について 

第 ３        諸般の報告について 

第 ４ 議案第 １号 紀美野町後期高齢者医療に関する条例の制定について 

第 ５ 議案第 ２号 紀美野町長及び副町長の給与等条例の一部を改正する条例につ 

           いて 

第 ６ 議案第 ３号 紀美野町教育委員会教育長の給与等条例の一部を改正する条例 

           について 

第 ７ 議案第 ４号 紀美野町特別会計条例の一部を改正する条例について 

第 ８ 議案第 ５号 紀美野町総合運動場条例の一部を改正する条例について 

第 ９ 議案第 ６号 紀美野町老齢者医療費助成条例の一部を改正する条例について 

第１０ 議案第 ７号 紀美野町重度心身障害者医療費助成条例の一部を改正する条例 

           について 

第１１ 議案第 ８号 紀美野町国民健康保険条例の一部を改正する条例について 

第１２ 議案第 ９号 紀美野町国民健康保険診療所条例の一部を改正する条例につい 

           て 

第１３ 議案第１０号 紀美野町介護保険条例の一部を改正する条例の一部を改正する 

           条例について 

第１４ 議案第１１号 和歌山県市町村非常勤職員公務災害補償組合規約の一部を改正 

           する規約について 

第１５ 議案第１２号 国民健康保険野上厚生病院組合規約の一部を改正する規約につ 

           いて 

第１６ 議案第１３号 工事請負契約の変更について（平成１９年度紀美野町防災行政 

           無線通信施設整備工事） 

第１７ 議案第１４号 工事請負契約の変更について（平成１９年度河北・志賀野簡易 
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           水道統合工事） 

第１８ 議案第１５号 教育委員会委員の任命の同意について 

第１９ 議案第１６号 公平委員会委員の選任の同意について 

第２０ 議案第１７号 平成１９年度紀美野町一般会計補正予算（第４号）について 

第２１ 議案第１８号 平成１９年度紀美野町国民健康保険事業特別会計補正予算（第 

           ３号）について 

第２２ 議案第１９号 平成１９年度紀美野町国民健康保険診療所事業特別会計補正予 

           算（第４号）について 

第２３ 議案第２０号 平成１９年度紀美野町老人保健事業特別会計補正予算（第３ 

           号）について 

第２４ 議案第２１号 平成１９年度紀美野町介護保険事業特別会計補正予算（第４ 

           号）について 

第２５ 議案第２２号 平成１９年度紀美野町農業集落排水事業特別会計補正予算（第 

           ４号）について 

第２６ 議案第２３号 平成１９年度紀美野町野上簡易水道事業特別会計補正予算（第 

           ４号）について 

第２７ 議案第２４号 平成１９年度紀美野町美里簡易水道事業特別会計補正予算（第 

           ４号）について 

第２８ 議案第２５号 平成１９年度紀美野町上水道事業会計補正予算（第４号）につ 

           いて 

第２９ 議案第２６号 平成２０年度紀美野町一般会計予算について 

第３０ 議案第２７号 平成２０年度紀美野町国民健康保険事業特別会計予算について 

第３１ 議案第２８号 平成２０年度紀美野町国民健康保険診療所事業特別会計予算に 

           ついて 

第３２ 議案第２９号 平成２０年度紀美野町老人保健事業特別会計予算について 

第３３ 議案第３０号 平成２０年度紀美野町後期高齢者医療特別会計予算について 

第３４ 議案第３１号 平成２０年度紀美野町介護保険事業特別会計予算について 

第３５ 議案第３２号 平成２０年度紀美野町のかみふれあい公園運営事業特別会計予 

           算について 

第３６ 議案第３３号 平成２０年度紀美野町農業集落排水事業特別会計予算について 
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第３７ 議案第３４号 平成２０年度紀美野町野上簡易水道事業特別会計予算について 

第３８ 議案第３５号 平成２０年度紀美野町美里簡易水道事業特別会計予算について 

第３９ 議案第３６号 平成２０年度紀美野町上水道事業会計予算について 

 

○会議に付した事件 

日程第１から日程第３９まで 
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               ７番 西 口   優 君 
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              １５番 美 濃 良 和 君 

              １６番 美 野 勝 男 君 

 

○欠席議員 

               ５番 向井中 洋 二 君 
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○説明のため出席したもの 

             職   名    氏   名 

            町 長 寺 本 光 嘉 君 

            副 町 長 小 川 裕 康 君 
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            税 務 課 長 裏 田 安 男 君 
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            建 設 課 長 大 竹 康 夫 君 
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            水 道 課 長 岡 本 卓 也 君 

            地籍調査課長 西 山 修 平 君 
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○出席事務局職員 
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            書 記 中 谷 典 代 君 

教 育 次 長 兼 
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総務学事課長 
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 開 会 

○議長（美野勝男君）    皆様、おはようございます。 

  早朝よりご苦労さまです。 

  本日の開会に先立ちまして、去る２月６日に開催されました第５９回全国町村議会議

長会定期総会におきまして、自治功労者の表彰がありましたので、ここで伝達したいと

思います。 

  ２７年以上在職功労者、美濃良和君、前の方にお願いします。 

  表彰状 和歌山県紀美野町 美濃良和殿。 

  あなたは町村議会議員として、永年にわたり地域の振興発展、及び住民福祉の向上に

尽くされた功績は、まことに顕著であります。 

  よって、ここにこれを表彰します。 

  平成２０年２月６日 全国町村議会議長会会長 原 伸一。 

  表彰を受けられました美濃君には、今後とも健康にご自愛の上、さらなる活躍を心か

らお祈り申し上げます。 

  以上をもちまして、伝達式を終わります。 

○議長（美野勝男君）    規定の定足数に達しておりますので、ただいまから平成２

０年第１回紀美野町議会定例会を開会します。 

  なお、向井中議員から、欠席との通知がありましたので、報告します。 

  これから、本日の会議を開きます。 

               （午前 ９時０２分） 

 

○議長（美野勝男君）    本日の日程は、お手元に配付のとおりです。 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名について 

○議長（美野勝男君）    日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  本定例会の会議録署名議員は、会議規則第１１９条の規定によって、９番、仲尾元雄

君、１０番、前村 勲君を指名します。 

◎日程第２ 会期の決定について 

○議長（美野勝男君）    日程第２、会期の決定の件を議題とします。 

  議会運営委員長から、審査結果の報告を願います。 

  議会運営委員長、加納国孝君。 
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              （議会運営委員長 加納国孝君 登壇） 

○議会運営委員長（加納国孝君）    去る３月６日、議会運営委員会を開催いたしま

したので、その結果について報告いたします。 

  会期は、本日から２５日までの１５日間とし、再開日は１４日、１８日、２１日及び

２５日と決定いたしました。 

  議事日程につきましては、配付しております議事予定日程表のとおりであります。 

  次に、平成２０年度一般会計予算の説明及び質疑につきましては、前年どおり歳入に

ついては全般、歳出については２款ずつに分割して行うことにいたします。 

  次に、一般質問の通告は、３月１２日、水曜日の午後３時までといたします。 

  次に、全員協議会を、３月１１日、本会議終了後開催いたしたいと思います。 

  次に、総務文教常任委員会を３月１２日午前９時３０分から、産業建設常任委員会を

３月１３日午前９時３０分から、それぞれ開催したいと思います。 

  なお、議事の進行上、日程を順次繰り延べる場合もありますので、よろしくお願いし

ます。 

  以上で、報告を終わります。 

              （議会運営委員長 加納国孝君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    お諮りします。 

  本定例会の会期は、ただいま報告のとおり、本日から３月２５日までの１５日間とし

たいと思います。 

  これにご異議ありませんか。 

              （「異議なし」の声あり） 

○議長（美野勝男君）    異議なしと認めます。 

  したがって、本定例会の会期は、本日から３月２５日までの１５日間と決定しました。 

◎日程第３ 諸般の報告について 

○議長（美野勝男君）    日程第３、諸般の報告を行います。 

  本定例会に提出された案件は、お手元に配付のとおりです。 

  この際、町長から行政報告の申し出がありましたので、これを許します。 

  町長、寺本君。 

             （町長 寺本光嘉君 登壇） 

○町長（寺本光嘉君）    皆さん、おはようございます。 
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  開会に当たりまして、一言ごあいさつ、並びにその後の行政報告を申し上げます。 

  本日、平成２０年紀美野町議会第１回定例会を招集いたしましたところ、議員各位を

初め関係者の皆様方には、何かとご多忙中ご出席を賜り、まことにありがとうございま

す。 

  また、ただいま自治功労表彰の伝達を受けられました美濃議員には、心よりお祝いを

申し上げますとともに、さらなるご活躍を、ご期待を申し上げます。 

  さて、先日から新聞、テレビで大きく報道されております旧美里町の歳計外預金問題

について、議員の皆様や町民の皆様方に大変ご心配をおかけいたしておりますが、旧両

町の合併時に裏金口座が存在しており、これを新町に引き継がれておらず、不透明な使

い方がされていたことが判明し、調査した結果を、監査委員より去る３月５日付で報告

がありました。 

  この問題につきましては、３月８日、真相究明のための特別対策室を総務課内に設置

いたしました。今後は、議会の皆様方のご意見をお聞きし、弁護士とも相談しながら告

発を検討してまいりたいと考えております。 

  また、県当局のご指導をいただく中で、場合によっては県に対しまして人的支援等の

要請をしてまいりたいと考えております。 

  次に、昨年度に引き続き、２回目となる町政報告会を、去る１月２２日、長谷毛原健

康センターを皮切りに、町内２０カ所において開催をいたしました。この会において出

されたご意見、ご要望につきましては、すぐにできることはすぐに実施し、指摘された

ことは謙虚に受けとめ、検討を要する件については、今後の課題として取り組んでまい

りたいと考えております。 

  次に、紀州サン・リゾートラインにつきましては、このたび全線が完成し、来る３月

２６日開通式を迎える運びとなりました。 

  次に、地上デジタル化対策については、町の方針を決定いたしましたので、テレビ共

聴組合の役員の皆さん方にお集まりをいただき、紀美野町テレビ地上デジタル化推進協

議会を立ち上げ、完成後の維持運営等について協議を進めているところであります。 

  次に、防災行政無線整備工事につきましては、３月末に完成し、第１報を全町に流し

て、４月より放送を開始いたしたいと考えております。 

  また、紀美野町総合運動場リニューアル事業については、平成１９年度事業として、

進入路及び造成工事、人工芝、多目的グラウンド整備工事、並びにクラブハウス建築工
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事が完成いたしました。引き続き新年度においてグラウンド整備を進めてまいりたいと

考えております。 

  続いて、平成２０年度新規事業について申し上げます。 

  厳しい財政事情の中、緊縮予算となっており、私たち三役の報酬の一部を、１年間減

額いたします。私については３万円、副町長２万円、教育長１万円の減額をいたします。 

  また、先ほども申し上げましたテレビ地上デジタル放送、難視聴対策事業として、ギ

ャップフィラー方式による設備を全町に実施してまいります。 

  また、老朽化しております第１保育所の建て替えについて、建設敷地等の検討をして

まいりましたが、現在の場所に建築すべく実施設計を発注してまいりたいと考えており

ます。 

  また、子育て対策の一環といたしまして、第３子以降の保育料の無料化を実施してま

いります。 

  また、地元地区より数年前から陳情がありました芝崎地区集会所、並びに吉見地区集

会所の建設を行ってまいります。 

  次に、継続事業としての道路整備事業は多くありますが、道路の新規事業について申

し上げます。 

  林道滝ノ川線開設事業、並びに町道福田松瀬線新設改良事業を実施してまいります。 

  橋梁関係については、架橋長寿命化推進計画に伴う点検調査業務を行ってまいります。 

  また、文化センター横の建設残土処理場につきましては、本年４月より本格運営を行

ってまいります。 

  次に、後期高齢者医療につきましては、法施行により、特別会計への繰り出しを新た

にしてまいります。 

  また、教育施設の安全性を確保するため、長谷毛原中学校の耐震補強工事を実施いた

します。 

  また、消防団の新基準による活動服を新たに購入し、配備を行い、士気の高揚をさら

に図ってまいりたいと考えております。 

  また、財政の健全化のための公的資金免除繰り上げ償還を行うとともに、町有財産の

処分や有効活用を行ってまいります。 

  また、農業振興対策事業、商工業対策事業については、引き続き積極的に取り組んで

まいりたいと考えております。 
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  その他といたしまして、まず、かじか荘についてでありますが、経営の立て直しのた

め、元支配人であった名越忠彦氏に、去る２月１２日より来ていただいております。町

の威信をかけて取り組み、再建を図ってまいりたいと考えております。 

  また、土地開発公社の残地販売につきましては、去る２月２２日に開催された理事会

において、近隣の分譲価格等を勘案し、人口対策の一環として分譲価格の引き下げを、

決定をいたしました。つきましては、その損失補てんを一般会計より充てたいと考えて

おりますので、よろしくお願いを申し上げます。 

  さて、今期定例会に上程いたしました案件は、第１号から第３６号までの３６件であ

ります。紀美野町後期高齢者医療に関する条例の制定についての案件のほか、条例の一

部を改正する案件が１１件、工事請負契約の変更についての案件が２件、教育委員の任

命及び公平委員の選任同意をいただく案件が２件、平成１９年度紀美野町一般会計及び

特別会計の補正予算に関する案件が９件、平成２０年度紀美野町一般会計及び特別会計

の当初予算に関する案件が１１件であります。 

  後ほど担当課長よりご説明申し上げますので、十分ご審議の上、原案どおりご可決を

くださいますようお願いいたしまして、ごあいさつと行政報告といたします。 

             （町長 寺本光嘉君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    次に、一般質問の通告は、３月１２日水曜日、午後３時ま

でに提出願います。 

  今期定例会までに受理した請願及び陳情は、お手元に配付のとおりであります。請願

第１号、及び陳情第１号は産業建設常任委員会へ付託しましたので、報告します。 

  以上で、諸般の報告を終わります。 

  ここで休憩いたします。 

              （午前 ９時１５分） 

            ――――――――――――――――― 

 再 開 

○議長（美野勝男君）    休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

              （午前 ９時２０分） 

◎日程第４ 議案第１号 紀美野町後期高齢者医療に関する条例の制定について 

○議長（美野勝男君）    日程第４、議案第１号、紀美野町後期高齢者医療に関する

条例の制定について議題とします。 



－１０－ 

  説明を願います。 

  住民課主幹、南君。 

             （住民課主幹 南 秀秋君 登壇） 

〇住民課主幹（南 秀秋君）    それでは、議案書の３ページをお願いいたします。 

  議案第１号 紀美野町後期高齢者医療に関する条例の制定について 

  紀美野町後期高齢者医療に関する条例を次のとおり制定したいので、地方自治法第９

６条第１項の規定により議会の議決を求める。 

平成２０年３月１１日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  提案理由につきましては、後期高齢者医療制度が施行されることに伴い、本条例を制

定するものでございます。 

  ４ページをお願いいたします。 

  紀美野町後期高齢者医療に関する条例 

  内容につきましては、まず第１条に、紀美野町が行う後期高齢者医療の事務について

明記しております。 

  第２条につきましては、紀美野町が行う事務内容についてでございまして、主なもの

といたしまして、保険料の徴収並びに減免等に係る申請事務の受け付け、保険給付に係

る申請受け付け等でございます。 

  第３条は、保険料を徴収すべき被保険者について明記してございます。 

  続きまして、次のページ、５ページにお移りください。 

  第４条は、普通徴収に係る保険料の納期についてでございます。 

  第５条は、保険料の督促手数料についてでございます。 

  第６条につきましては、延滞金の取り扱いについて明記してございます。 

  続く第７条、８条、９条につきましては、罰則の取り扱いについて明記してございま

す。 

  ６ページをお願いいたします。 

  附則第１条、施行期日、この条例は、平成２０年４月１日から施行する。 

  第２条に、平成２０年度における被扶養者であった被保険者に係る保険料の徴収並び

に納期の特例が書いてございますが、これにつきましては、新たに被扶養者であった方

が被保険者になられた場合の保険料の負担増に対する緩和措置でございます。 

  第３条に、延滞金の割合の特例の明記でございます。 



－１１－ 

  以上で説明を終わります。ご審議の上、原案どおりのご可決を賜りますようよろしく

お願いいたします。 

             （住民課主幹 南 秀秋君 降壇） 

◎日程第５ 議案第２号 紀美野町長及び副町長の給与等条例の一部を改正する条例につ 

            いてから 

◎日程第７ 議案第４号 紀美野町特別会計条例の一部を改正する条例についてまで一括 

            上程 

○議長（美野勝男君）    日程第５、議案第２号、紀美野町長及び副町長の給与等条

例の一部を改正する条例について、日程第６、議案第３号、紀美野町教育委員会教育長

の給与等条例の一部を改正する条例について、及び日程第７、議案第４号、紀美野町特

別会計条例の一部を改正する条例について、一括議題とします。 

  説明を願います。 

  総務課長、岡君。 

             （総務課長 岡 省三君 登壇） 

○総務課長（岡 省三君）    それでは、議案第２号について説明を申し上げます。 

  紀美野町長及び副町長の給与条例の一部を改正する条例について 

  紀美野町長及び副町長の給与条例の一部を次のとおり改正したいので、地方自治法第

９６条第１項の規定により議会の議決を求める。 

平成２０年３月１１日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  提案の理由は、町長及び副町長の給与月額を減額するものでございます。 

  内容としましては、紀美野町長及び副町長の給与条例の一部を次のように改正するも

のでございます。 

  附則第１項とし、同項に見出しとして「（施行期日）」を付し、同項の次に次の１項

を加えるものでございます。 

  給与の減額に関する特例でございます。平成２０年４月１日から平成２１年３月３１

日までの間、第３条の適用については、「６７万円」を「６４万円」に、それから「５

８万円」を「５６万円」にするものでございます。 

  附則としましては、この条例は平成２０年４月１日から施行するものでございます。 

  続きまして、議案第３号を説明申し上げます。 

  紀美野町教育委員会教育長の給与等条例の一部を改正する条例について 
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  紀美野町教育委員会教育長の給与等条例の一部を次のとおり改正したいので、地方自

治法第９６条第１項の規定により議会の議決を求める。 

平成２０年３月１１日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  提案理由は、教育長の給与月額を減額するものでございます。 

  給与条例の一部を改正する条例の内容でございます。 

  紀美野町教育委員会教育長の給与条例の一部を次のように改正するものでございます。 

  附則を附則第１項とし、同項に見出しとして「（施行期日）」を付して、同項の次に

次の１項を加えるものでございます。 

  給与の減額に関する特例でございます。 

  平成２０年４月１日から、平成２１年３月３１日までの間、第３条の適用については、

「５４万円」を「５３万円」にするものでございます。 

  この条例は、平成２０年４月１日から施行するものでございます。 

  続きまして、次のページをご覧いただきたいと思います。 

  紀美野町特別会計条例の一部を改正する条例について 

  紀美野町特別会計条例の一部を次のとおり改正したいので、地方自治法第９６条第１

項の規定により議会の議決を求める。 

平成２０年３月１１日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  提案理由は、紀美野町後期高齢者医療特別会計を新たに設けるため、紀美野町特別会

計条例の一部を改正するものでございます。 

  改正する条例の内容でございます。 

  紀美野町特別会計条例の一部を次のように改正する。 

  第１条中第８号を第９号とし、第７号を第８号とし、第６号を第７号として、第５号

の次に次の１号を加えるものでございます。 

  第６号でございますが、紀美野町後期高齢者医療特別会計 後期高齢者医療事務 

  附則、この条例は平成２０年４月１日から施行するものでございます。 

  以上、よろしくお願い申し上げます。 

             （総務課長 岡 省三君 降壇） 

◎日程第８ 議案第５号 紀美野町総合運動場条例の一部を改正する条例について 

○議長（美野勝男君）    日程第８、議案第５号、紀美野町総合運動場条例の一部を

改正する条例について議題とします。 
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  説明を願います。 

  生涯学習課長、新家君。 

           （生涯学習課長 新家貞一君 登壇） 

〇生涯学習課長（新家貞一君）    議案書の１３ページをお願いいたします。 

  議案第５号 紀美野町総合運動場条例の一部を改正する条例について 

  紀美野町総合運動場条例の一部を次のとおり改正したいので、地方自治法第９６条第

１項の規定により議会の議決を求める。 

平成２０年３月１１日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  提案理由でございますが、紀美野町総合運動場リニューアルに伴う使用料を改正する

ものでございます。３月末をもってリニューアル工事の１期目が完了し、多目的人工芝

グラウンド、管理棟が完成します。 

  今回の使用料の改正につきましては、３月末に完成します多目的人工芝グラウンド、

管理棟の部分であります。改正内容につきましては使用料のみでございます。 

  それでは、１４ページをお願いいたします。 

  紀美野町総合運動場条例の一部を改正する条例の一部を次のように改正する。 

  第１３条を次のように改める。 

  （使用料） 

  第１３条、利用者は利用の許可を受けたときは、別表第１に定める使用料を納付しな

ければならない。 

  ２項、夜間照明設備の利用については、別表第２に定める使用料を納付しなければな

らない。 

  別表第１及び別表第２を次のように改める。 

  別表第１、紀美野町総合運動場使用料（１時間当たり） 

  多目的人工芝グラウンド、新規でございますが、一般の方につきましては、全面の場

合は１,４７０円、半面の場合は７３０円、高校生以下の場合は、全面が７３０円、半

面の場合は３６０円。 

  テニスコートは従来どおりの金額でございます。 

  次の管理棟、クラブハウス内の会議室でございますが、新規でございます。５２０円

です。 

  別表第２、夜間照明設備使用料でございますが、１時間当たり、多目的人工芝グラウ
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ンド、新規の分につきましては、全面で１,０５０円、半面の場合は５２０円、テニス

コートの場合、１面、２面は変わってございません。 

  附則、この条例は平成２０年４月１日から施行する。 

  以上、原案どおりご可決賜りますようよろしくお願いします。 

            （生涯学習課長 新家貞一君 降壇） 

◎日程第９ 議案第６号 紀美野町老齢者医療費助成条例の一部を改正する条例について 

            から 

◎日程第１２ 議案第９号 紀美野町国民健康保険診療所条例の一部を改正する条例につ 

             いてまで一括上程 

○議長（美野勝男君）    日程第９、議案第６号、紀美野町老齢者医療費助成条例の

一部を改正する条例について、日程第１０、議案第７号、紀美野町重度心身障害者医療

費助成条例の一部を改正する条例について、日程第１１、議案第８号、紀美野町国民健

康保険条例の一部を改正する条例について、及び日程第１２、議案第９号、紀美野町国

民健康保険診療所条例の一部を改正する条例について、一括議題とします。 

  説明を願います。 

  住民課主幹、南君。 

             （住民課主幹 南 秀秋君 登壇） 

〇住民課主幹（南 秀秋君）    それでは、議案書の１５ページをお願いいたします。 

  議案第６号 紀美野町老齢者医療費助成条例の一部を改正する条例について 

  紀美野町老齢者医療費助成条例の一部を次のとおり改正したいので、地方自治法第９

６条第１項の規定により議会の議決を求める。 

平成２０年３月１１日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  提案理由につきましては、健康保険法の一部を改正する法律の施行に伴い、条例の一

部を改正するものでございます。 

  次の１６ページをお願いいたします。 

  紀美野町老齢者医療費助成条例の一部を改正する条例 

  紀美野町老齢者医療費助成条例の一部を次のように改正する。 

  第３条第１項第１号及び第４条第２項中「老人保健法」を「高齢者の医療の確保に関

する法律」に改める。 

  附則、この条例は平成２０年４月１日から施行する。 
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  この条例の一部改正につきましては、根拠法令である老人保健法が高齢者の医療の確

保に関する法律に題名変更されたので、題名の変更を行うものでございます。 

  続きまして、議案書の１７ページをお願いいたします。 

  議案第７号 紀美野町重度心身障害者医療費助成条例の一部を改正する条例について 

  紀美野町重度心身障害者医療費助成条例の一部を次のとおり改正したいので、地方自

治法第９６条第１項の規定により議会の議決を求める。 

平成２０年３月１１日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  提案理由につきましては、健康保険法の一部を改正する法律の施行に伴い、条例の一

部を改正するものでございます。 

  次の１８ページをお願いいたします。 

  紀美野町重度心身障害者医療費助成条例の一部を改正する条例 

  紀美野町重度心身障害者医療費条例の一部を次のように改正する。 

  第２条第１項第７号を次のように改める。 

  高齢者の医療の確保に関する法律第５０条第１項第２号に該当するもの。 

  第４条第２項を次のように改める。 

  高齢者の医療の確保に関する法律の適用を受けるものにあっては、同法第６７条に規

定する一部負担金の額とする。 

  附則といたしまして、この条例は平成２０年４月１日から施行します。 

  この条例の一部改正につきましても、根拠法令である老人保健法が、高齢者の医療の

確保に関する法律に題名変更されたので、題名の変更を行うものでございます。 

  続きまして、１９ページをお願いいたします。 

  議案第８号 紀美野町国民健康保険条例の一部を改正する条例について 

  紀美野町国民健康保険条例の一部を次のとおり改正したいので、地方自治法第９６条

第１項の規定により議会の議決を求めます。 

平成２０年３月１１日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  提案理由につきましては、健康保険法の一部を改正する法律の施行に伴い、条例の一

部を改正するものでございます。 

  次の２０ページをお願いいたします。 

  紀美野町国民健康保険条例の一部を改正する条例 

  紀美野町国民健康保険の一部を次のように改正する。 
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  内容につきましては、第６条第１項第１号、２号、３号につきましては、一部負担金

の対象年齢の変更並びに負担割合の変更についてでございます。 

  第７条につきましては、出産育児一時金の取り扱いについてでございます。 

  第８条につきましては、葬祭費の取り扱いについてでございます。 

  第９条につきましては、特定健診の実施に当たりまして、従来の保健事業に特定健診

を加えるものでございます。 

  附則といたしまして、この条例は平成２０年４月１日から施行する。 

  続きまして、２１ページをお願いいたします。 

  議案第９号 紀美野町国民健康保険診療所条例の一部を改正する条例について 

  紀美野町国民健康保険診療所条例の一部を別紙のとおり改正したいので、地方自治法

第９６条第１項の規定により議会の議決を求める。 

平成２０年３月１１日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  提案理由につきましては、健康保険法の一部を改正する法律の施行に伴い、条例の一

部改正するものでございます。 

  ２２ページをお願いいたします。 

  紀美野町国民健康保険診療所条例の一部を改正する条例 

  紀美野町国民健康保険診療所条例の一部を次のように改正する。 

  現在、紀美野町国民健康保険診療所条例で、療養に要する費用額の算定方法につきま

しては、厚生労働省告示をもとに算定する条例となっております。 

  そこで、この一部改正を契機に、使用料の額について、厚生労働省告示からの引用規

定をやめて、法律分からの引用規定の表記に改め、告示されるたびの条例改正を不用と

する方針で見直しを行うものでございます。 

  附則、この条例は平成２０年４月１日から施行する。 

  経過措置といたしまして、この条例の施行の日の前日までに診療を受けた者より徴収

する使用料については、なお従前の例によるものとします。 

  以上でございます。ご審議の上、原案どおりのご可決を賜りますようよろしくお願い

いたします。 

             （住民課主幹 南 秀秋君 降壇） 

◎日程第１３ 議案第１０号 紀美野町介護保険条例の一部を改正する条例の一部を改正 

              する条例について 
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○議長（美野勝男君）    日程第１３、議案第１０号、紀美野町介護保険条例の一部

を改正する条例の一部を改正する条例について議題とします。 

  説明を願います。 

  保健福祉課長、井上君。 

            （保健福祉課長 井上 章君 登壇） 

○保健福祉課長（井上 章君）    議案書の２３ページをお願いいたします。 

  議案第１０号 紀美野町介護保険条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例に

ついて 

  紀美野町介護保険条例の一部を改正する条例の一部を次のとおり改正したいので、地

方自治法第９６条第１項の規定により議会の議決を求める。 

平成２０年３月１１日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  提案理由でございます。この条例の改正につきましては、平成１８年に一部改正いた

だきました税制改正に伴う介護保険料の激変緩和を１年延長し、２０年度の保険料率を

定めるものでございます。 

  次の２４ページをお願いいたします。 

  紀美野町介護保険条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例 

  紀美野町介護保険条例の一部を改正する条例の一部を次のように改正する。 

  各条文の内容でございますが、附則第３条のこの見出しの改正については、「平成２

０年度」を加えるものでございます。 

  以下、追加する第３項の内容につきましては、第１号から第３号につきましては、第

４条第４号に該当するものが、激変緩和により、それぞれ１号、２号、３号となるもの

の保険料率を定めるもので、４号から次のページの７号につきましては、第４条５号に

該当するものが、激変緩和により、それぞれ１号、２号、３号、４号となるものの保険

料率を定めるものでございます。 

  附則につきましては施行期日を定めるもので、平成２０年４月１日より施行するもの

でございます。 

  以上で説明とさせていただきます。どうかよろしくお願いいたします。 

            （保健福祉課長 井上 章君 降壇） 

◎日程第１４ 議案第１１号 和歌山県市町村非常勤職員公務災害補償組合規約の一部を 

              改正する規約について 
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○議長（美野勝男君）    日程第１４、議案第１１号、和歌山県市町村非常勤職員公

務災害補償組合規約の一部を改正する規約について議題とします。 

  説明を願います。 

  総務課長、岡君。 

             （総務課長 岡 省三君 登壇） 

○総務課長（岡 省三君）    議案第１１号について説明を申し上げます。 

  和歌山県市町村非常勤職員公務災害補償組合規約の一部を改正する規約について 

  和歌山県市町村非常勤職員公務災害補償組合規約の一部を次のとおり改正したいので、

地方自治法第２８６条第１項、及び第２９０条の規定に基づき議会の議決を求める。 

  平成２０年３月１１日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  提案理由は、御坊市、日高川町中学校組合の事務の追加等を行うため、和歌山県市町

村非常勤職員公務災害補償組合規約を変更するものでございます。 

  規約の変更の内容でございますが、和歌山県市町村非常勤職員公務災害補償組合規約

の一部を次のように改正するものでございます。 

  第１０条の第２項及び第３項中、「知識経験」というのを「識見」というふうに改め

るものでございます。 

  それから、別表第２第３条第２号に関する事務中、「串本町」の次に「（一部事務組

合）御坊市日高川町中学校組合」を加えるものでございます。 

  この規約は、平成２０年４月１日から施行するものでございます。 

  以上、よろしくお願いいたします。 

             （総務課長 岡 省三君 降壇） 

◎日程第１５ 議案第１２号 国民健康保険野上厚生病院組合規約の一部を改正する規約 

              について 

○議長（美野勝男君）    日程第１５、議案１２号、国民健康保険野上厚生病院組合

規約の一部を改正する規約について議題とします。 

  説明を願います。 

  住民課主幹、南君。 

             （住民課主幹 南 秀秋君 登壇） 

〇住民課主幹（南 秀秋君）    それでは、議案書の２９ページをお願いいたします。 

  議案第１２号 国民健康保険野上厚生病院組合規約の一部を改正する規約について 
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  国民健康保険野上厚生病院組合規約の一部を次のとおり改正したいので、地方自治法

第２８６条第１項及び第２９０条の規定により議会の議決を求める。 

  平成２０年３月１１日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  提案理由につきましては、健康保険法の一部を改正する法律の施行に伴い、条例の一

部を改正するものでございます。 

  続く３０ページをお願いいたします。 

  国民健康保険野上厚生病院組合規約の一部を改正する規約 

  国民健康保険野上厚生病院組合規約の一部を次のように改正する。 

  第３条第２項中、「老人保健法による老人訪問看護」を「高齢者の医療の確保に関す

る法律による訪問看護」に改める。 

  附則といたしまして、この規約は平成２０年４月１日から施行します。 

  この条例の一部改正につきましても、根拠法令である老人保健法が高齢者の医療の確

保に関する法律に題名変更されたので、題名の変更を行うものでございます。 

  以上でございます。ご審議の上、原案どおりのご可決を賜りますようよろしくお願い

いたします。 

             （住民課主幹 南 秀秋君 降壇） 

◎日程第１６ 議案第１３号 工事請負契約の変更について（平成１９年度紀美野町防災 

              行政無線通信施設整備工事） 

○議長（美野勝男君）    日程第１６、議案第１３号、工事請負契約の変更について

議題とします。 

  説明を願います。 

  防災課長、三宅君。 

             （防災課長 三宅敏和君 登壇） 

○防災課長（三宅敏和君）    ３１ページをお願いいたします。 

  議案第１３号 工事請負契約の変更について 

  平成１９年度紀美野町防災行政無線通信施設整備工事について、下記のとおり工事請

負契約を変更したいので、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得または処分に関す

る条例第２条の規定により議会の議決を求める。 

 平成２０年３月１１日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

記 
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  契約金額、変更前２億８,３２９万円、変更後２億９,０１４万３,３５０円でござい

ます。 

  それでは、今回お願いいたします６８５万３,３５０円の増額変更内容について、簡

単に説明させていただきます。 

  まず一つは、当初予算時に説明させていただきましたとおり、今回デジタル防災行政

無線整備の中で、風向、風速、雨量、湿度、温度の気象観測装置を、役場本庁舎、生石

高原、長谷毛原中学校、上真国多目的集会所の４カ所に設置いたします。 

  また、樋下の貴志川に係る廣瀬橋と、真国川に係る円明寺の妙見橋の２カ所に水位観

測装置を設置いたします。 

  これらの装置は、台風や集中豪雨等災害時の状況を的確に把握することにより、避難

勧告や避難指示に役立てる目的で設置するものでございます。 

  そして、この気象観測データを親局設備に転送し、本庁舎ロビーに大画面スクリーン

を設置し、来訪者誰もが見られるようにいたします。 

  今回、増額変更をお願いする事項の一つは、本庁舎ロビーに設置する大型画面へ表示

する気象観測及び水位観測データを本庁のホームページ公開ウェブサーバーを活用して、

紀美野町民はもとより、全職員がパソコンで検索できるシステムを構築するものでござ

います。 

  そして、昨年度に策定しています災害時の職員初動体制が迅速に確立できるように努

めたいと思っております。 

  二つ目に、本庁舎ロビーに設置する画面表示システムを、神野支所ロビーに増設する

ものでございます。このための画面表示装置及びこの設備に必要な表示用ソフトやパソ

コンなどを設置するものでございます。 

  三つ目に、本町は１２８平方キロメートルと広大な土地を有していることや、多くの

集落が点在している関係で、今回屋外拡声個局を９３本設置いたします。しかし、今後

大規模な台風などの自然災害が万が一発生した場合、個局中に裂罅する送受信機器、外

部接続箱など損傷することが予想されます。その場合、メーカーから発注後出荷まで、

最短で３カ月要しますので、迅速な復旧ができなくなります。 

  そこで、今回危機管理の観点から、３個局分の機器を確保し、万全の体制をとりたい

と思っております。 

  四つ目に、安全で安心な学校教育施設や福祉、医療施設など、日頃収容の多い施設の
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危機管理の充実を図る目的で、個別受信機を設置したいと思っております。設置する箇

所につきましては、全指定避難所を初め、保育所、小中学校、高等学校、りら創造芸術

高等専修学校、慶風高校、国保野上厚生総合病院、五色台広域施設組合、やすらぎ園、

そして日頃町民の安全、安心なまちづくりに貢献をしていただいております消防団団長、

副団長、分団長宅に設置したいと考えてございます。 

  このほか、ひとり住まいの聴覚障害者宅へ、文字表示装置つき個別受信機を設置する

ものでございます。 

  以上が、今回お願いする主な変更理由でございます。 

  なお、この変更金額につきましては、当初入札時の請負率を乗じた金額でございます。 

  以上、よろしくご審議をいただきまして、原案どおりご可決賜りますようよろしくお

願い申し上げます。 

             （防災課長 三宅敏和君 降壇） 

◎日程第１７ 議案第１４号 工事請負契約の変更について（平成１９年度河北・志賀野 

              簡易水道統合工事） 

○議長（美野勝男君）    日程第１７、議案第１４号、工事請負契約の変更について

議題とします。 

  説明を願います。 

  水道課長、岡本君。 

             （水道課長 岡本卓也君 登壇） 

〇水道課長（岡本卓也君）    恐れ入りますが、３２ページをお願いいたします。 

  議案第１４号 工事請負契約の変更について 

  平成１９年度河北・志賀野簡易水道統合工事について、下記のとおり工事請負契約を

変更したいので、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得または処分に関する条例第

２条の規定により議会の議決を求める。 

 平成２０年３月１１日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

記 

  契約金額、変更前９,６０７万５,０００円、変更後１億１４３万円で、５３５万５,

０００円の増額でございます。 

  変更理由といたしましては、当初設計において転送装置、いわゆるテレメーターと中

央監視盤については、決められた予算内での発注のため計上できませんでしたが、前処
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理ろ過器及びろ過池を平成２０年４月から供用開始するためには必要でございます。 

  また中央水道課での監視ができないため、今回増額変更をお願いするものでございま

す。 

  よろしくお願いいたします。 

             （水道課長 岡本卓也君 降壇） 

◎日程第１８ 議案第１５号 教育委員会委員の任命の同意について及び 

◎日程第１９ 議案第１６号 公平委員会委員の選任の同意についてを一括上程 

○議長（美野勝男君）    日程第１８、議案第１５号、教育委員会委員の任命の同意

について、及び日程第１９、議案第１６号、公平委員会委員の選任の同意について、一

括議題とします。 

  説明を願います。 

  町長、寺本君。 

             （町長 寺本光嘉君 登壇） 

○町長（寺本光嘉君）    議案書の３３ページをお願いいたします。 

  議案第１５号、教育委員会委員の任命の同意について 

  次の者を教育委員会の委員に任命したいので、地方教育行政の組織及び運営に関する

法律第４条第１項の規定により議会の同意を求めるものでございます。 

  氏名は潰崎泰彦、生年月日は昭和１７年１月２５日、住所は紀美野町福田８番地の２

の３でございます。 

  提案理由につきましては、任期満了に伴いまして、委員の任命を行うべき事由が生じ

たためでございます。 

  また、３４ページ、議案第１６号、公平委員会委員の選任の同意について 

  下記の者を紀美野町公平委員会委員に選任したいので、地方公務員法第９条の２第２

項の規定により議会の同意を求めるものでございます。 

  氏名は平畑榮治、生年月日は昭和９年７月２日、住所は紀美野町奥佐々５６０番地で

ございます。 

  提案理由につきましては、任期満了に伴いまして、委員の選任を行うべき事由が生じ

たためでございます。 

  この両案件につきまして、ご審議の上、原案どおりのご承認を賜りますようよろしく

お願い申し上げます。 
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  以上です。 

             （町長 寺本光嘉君 降壇） 

◎日程第２０ 議案第１７号 平成１９年度紀美野町一般会計補正予算（第４号）につい 

              て 

○議長（美野勝男君）    日程第２０、議案第１７号、平成１９年度紀美野町一般会

計補正予算（第４号）について、議題とします。 

  説明を願います。 

  総務課長、岡君。 

             （総務課長 岡 省三君 登壇） 

○総務課長（岡 省三君）    それでは、議案第１７号について説明申し上げます。 

  平成１９年度紀美野町一般会計補正予算（第４号）について 

  平成１９年度紀美野町の一般会計補正予算（第４号）は、次に定めるところによる。 

   第１条 歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ３億３,１８４万８,０００円を 

      減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ７３億５,９７４万９,００ 

      ０円とするものでございます。 

  続きまして、事項別の明細について説明を申し上げます。 

  ４４ページをご覧いただきたいと思います。 

  歳入の方で町税の方でございますけれども、町民税の個人の方でございます。これに

つきましては、２,７７１万８,０００円の減額でございます。これの理由としましては、

課税所得者の減少ということでございます。退職者とか、それから低所得者によりまし

て減が生じたものでございます。 

  入湯税の方でございますけれども、入湯税につきましては２４３万７,０００円の減

額でございます。これにつきましても、当初ちょっと過大見積りをしていたための減額

でございます。 

  それから、次に地方交付税でございます。地方交付税につきましては、１億円の増と

なっております。 

  それから、分担金及び負担金でございますが、農林水産業費の分担金でございます。

それにつきましては９万２,０００円の減額でございます。 

  それから、民生費負担金の方でございますが、３０万９,０００円の減額でございま

す。 
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  それから、使用料及び手数料でございます。教育使用料の減額でございます。これは

セミナーハウスの使用料の減額でございまして、お客さんの少ない閑期について休んだ

ことによる減額でございます。閉館いたしました。 

  それから、衛生手数料でございます。一般廃棄物の収集手数料でございます。６６３

万６,０００円の減額でございます。 

  続きまして、国庫支出金の方で、民生費国庫負担金でございますが、３９５万３,０

００円の減額でございます。主なものといたしましては、被用者児童手当負担金の方で

２７８万８,０００円が、大体主なものでございます。 

  それから、災害復旧費国庫負担金の方では６,５８８万３,０００円の減額となってお

ります。これにつきましては、公共土木施設災害復旧費の負担金が減額となっておりま

す。 

  それから、国庫支出金でございます。総務費の国庫補助金で１,６１９万３,０００円

の減額でございます。この内容は、市町村合併推進対策整備補助金の減額でございます

が、事業費の減によるものでございます。 

  それから、民生費国庫補助金でございますが、障害者福祉補助金が６５万４,０００

円の減額となっております。それに、社会福祉費の補助金の方では３６７万５,０００

円の増額となっております。高齢者医療制度の円滑導入事業費の補助金の増でございま

す。 

  それから、教育費国庫補助金でございますが、３５７万７,０００円の増額となって

おります。 

  続きまして、国庫支出金の方でございます。の委託金で、総務費国庫委託金でござい

ます。これは参議院通常選挙の経費委託金でございますが、２７５万の減額となってお

ります。 

  それから、県支出金の方でございます。民生費県負担金の方で９９万９,０００円の

増となっております。 

  続きまして、４７ページをご覧いただきたいと思います。県支出金の県補助金の方で

すが、総務費県補助金の方で７７０万８,０００円の減額となっております。これにつ

きましては、主なものは、地域防災対策支援事業費の補助金が大きい減額となっており

ます。 

  それから、民生費県補助金の方では、８万５,０００円の減額でございます。 
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  それから、衛生費県補助金ですが、３７万７,０００円の増となっております。 

  教育費県補助金の方では、２４万６,０００円の減額となっております。 

  それから、続きまして県委託金の方で、総務費県委託金ですが、１０万７,０００円

の減額となっております。 

  それから、財産収入の方で、利子及び配当金の方では、１２３万４,０００円が増と

なっております。 

  それから、１８の繰入金でございます。基金繰入金で財政調整基金繰入金でございま

す。これにつきましては、減額の３,９７５万２,０００円となっております。これは財

政調整基金の繰り入れを少なくしたものでございます。 

  それから、河川浄化推進事業基金繰入金でございますが、３８万円の増となっており

ます。 

  それから、減債基金繰入金でございますが、９４８万４,０００円の減額となってお

ります。これは繰上償還を行うための繰入金等で、財源を残しておるということで、減

額でございます。 

  それから、美里温泉かじか荘の基金繰入金でございますが、４５０万円を新に繰り入

れたいということでございます。 

  それから、繰越金の方ですが、３５０万円の減額としておりますが、この理由としま

しては、合併補助事業で請負差額を返還したことによりまして、３５０万円の減となる

ものでございます。 

  次に、諸収入でございます。諸収入につきましては９５７万２,０００円の増額とな

っております。これにつきましては、大きなものには、市町村振興協会からの交付金で

ございます。これは宝くじ事業でございますが、７４３万４,０００円となっておりま

す。 

  それから、町債の方でございます。４９ページをご覧いただきたいと思います。 

  総務債の方でございますが、１億６,８１０万円の減額となっております。一般単独

債の方で６,１６０万円の減でございます。これは合併特例債の方の減でございます。

それから、教育福祉施設等整備事業債でございますが、これは１億６５０万円の減額と

なっております。これは、防災無線等の入札の差額が生じたものによるものでございま

す。 

  それから、農林水産業債でございますが、２８０万円の減となっております。 



－２６－ 

  それから、土木債の方につきましては、４,７５０万円の減額となっております。辺

地対策債の方で４,０５０万円の減額、それから一般単独債の方では４２０万円の減額、

過疎対策債の方では２８０万の減額となっております。 

  それから、教育債の方ですが、１,９１０万円の減額でございます。その主なものと

しましては、学校教育施設等整備事業債の方で８７０万円の減額、それから一般単独債

の方で１,１１０万円の減額でございます。これは合併特例債の減でございます。それ

から、過疎対策事業債ですが、７０万円の増となっております。 

  それから、災害復旧債の方では、３,０３０万円の減額でございます。過年の補助災

害復旧事業債が２,５３０万円でございます。 

  それから、臨時財政対策債でございますが、１４万１,０００円の増となっておりま

す。 

  続きまして、歳出の方について説明を申し上げます。５０ページをご覧いただきたい

と思います。 

  議会費の方で、２２２万円の減額となっております。 

  それから、総務費の総務管理費の一般管理費の方では、５９６万９,０００円の減額

となっております。これにつきましては、維持管理等の委託料の見直しを図ったために、

こういうふうに減額が、削減ができたということでございます。 

  それから、文書広報費の方では、１５万３,０００円の減でございます。会計管理費

については５万３,０００円の減でございます。 

  それから、財産管理費の方では１７万４,０００円の減額でございます。 

  それから、企画費の方につきましては、４３９万５,０００円の増額となっておりま

す。それにつきまして、委託料の方で１００万円の減となっておるんですが、これはま

あ温泉の、かじか荘関係の温泉の湧出料の調査委託をしたいということで予算化をして

たんですが、職員によって行いましたので、それに伴っての減でございます。 

  それから、補償、補てん及び賠償金ということで、５５０万円増となっておるんです

が、これはふるさと公社損失補償金でございます。 

  それから、電子計算費でございます。６万円の減でございます。 

  それから、支所及び出張所の方の費用でございますが、１０８万６,０００円の減額

となっております。これらも、維持管理費等での見直しを行ったためによるものでござ

います。 
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  それから、公平委員会につきましては１０万４,０００円の減額でございます。 

  それから、自治振興費の方では、１４７万１,０００円の減額でございます。 

  それから次に参りまして、５４ページですが、諸費の方では１９万９,０００円の減

でございます。 

  防災諸費の方では、１億８,５８３万６,０００円の減となっております。これはまあ

防災行政無線等の整備工事費の関係で、入札をして実際に工事の請負契約の減によるも

のでございます。 

  それから、木造住宅耐震補助事業の方では、申込者が減ったことによるものでござい

ます。これにつきましては２４０万円の減でございます。 

  次に、町史の編纂費の方でございますが、１７４万８,０００円の減でございます。

これにつきまして目につくのは、臨時雇用費の方で１３２万円の減となっておるんです

が、これは一部シルバー人材センターの方へ委託をしたために、これが減額できたとい

うことでございます。 

  それから、徴税費の方について申し上げます。税務総務費の方で１６万円の減でござ

います。 

  それから、５６ページに参りまして、戸籍住民登録基本台帳費でございますが、８万

９,０００円の減でございます。 

  それから、選挙管理委員会費の方では、３６万円の減でございます。 

  それから、次のページの５７ページに参りまして、参議院議員の通常選挙の方で２６

９万４,０００円の減となっております。これは不用額が出たということでございます。 

  それから、５８ページをご覧いただきたいと思います。 

  統計調査費の方では、１０万７,０００円の減でございます。 

  続きまして、民生費の方へ参りまして、社会福祉総務費の方で３５６万５,０００円

の増額となっております。これにつきましては、今年より後期高齢者医療の制度により

まして、結局この導入によりますシステムの改修委託料が必要になったためでございま

して、これには３６７万５,０００円を補正せないかんということになっております。 

  続きまして、国民年金事務費でございますが、１万８,０００円の減額でございます。

それから、老人福祉の方では７８２万９,０００円の減となっております。これにつき

ましては、２２５万円の減額がございますが、老人福祉関係の方で、敬老会演芸委託料

等で１００万円の減が大きいものでございます。 
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  それから、扶助費の方で、老人保護措置費の方では５００万円が減額になっておりま

す。 

  続きまして、６０ページの方で、障害者福祉費の方では８５万７,０００円の減額と

なっております。 

  それから、重度心身障害者医療費の方では９万６,０００円の増額となっております。 

  次に、総合福祉センター費の方でございますけれども、１０３万円の減額となってお

ります。 

  次に、６１ページの長谷毛原健康センターの管理運営費で２２万５,０００円の増額

となっております。 

  それから、国民健康保険事業費の方では４１８万７,０００円の増額でございます。

これは、国民健康保険事業特別会計の繰出金が増額したものでございます。 

  それから、老人保健事業費の繰出金の方では、１５８万１,０００円の減額となって

おります。 

  介護保険事業費の方につきましても、１８８万８,０００円の減額となっております。

これも繰出金が減となっております。 

  続きまして、６２ページの方でございますが、民生費の児童福祉総務費の方では４万

８,０００円の減額。 

  それから児童手当費の方では７７９万４,０００円の減額となっております。扶助費

の方で減額となっておるものでございます。 

  それから、青少年対策費の方では、２万１,０００円の減額となっております。 

  母子福祉費の方では１万円の減額。 

  それから、保育所費の方では１２９万円の減額でございます。 

  続きまして、６３ページの方では、児童館運営費の方では２万７,０００円の減額、

学童保育費の方では２万３,０００円の減額でございます。 

  続きまして、衛生費の方へ参りまして、保健衛生総務費の方では９３万７,０００円

の増額となっております。 

  それから、予防費の方では１９万７,０００円の増額でございます。 

  母子衛生費の方では、５１万６,０００円の減額でございます。 

  環境衛生費の方では、３５２万３,０００円の減額でございます。主なものでは、美

里簡易水道事業特別会計への繰出金が大きいものでございます。３２４万７,０００円
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となっております。 

  それから、成人保健対策費の方でございますが、６６万６,０００円の減額でござい

ます。これで大きなものは健康まつり実行委員会の補助金が４０万円の減で済ませたと

いうことでございます。 

  それから、公害対策費の方では、７万円の減額でございます。 

  診療諸費の方では、３８９万５,０００円の減額でございます。これにつきましては、

国民健康保険診療所事業特別会計の繰出金が３８９万５,０００円の減額となっており

ます。 

  続きまして、６６ページの清掃総務費でございます。 

  清掃総務費の方では、４３万８,０００円の減額でございます。主なものは、家庭用

電気式生ごみ処理機の購入補助金の申込者が少なかったと、こういうことでございます。 

  それから、塵芥処理費の方でございますが、１,０８４万９,０００円の減額となって

おります。これにつきましては、委託料の方で６８２万６,０００円の減となっておる

ものでございます。 

  それから、し尿処理費の方では、７６万１,０００円の増となっております。 

  次に、６７ページの方をご覧いただきたいと思います。 

  農林水産業費の方ですが、農業委員会費の方で１３万３,０００円の減でございます。 

  それから、農業総務費の方では、２万７,０００円の減額でございます。 

  農業振興費の方では、９６万２,０００円の減額でございます。 

  それから、耕地総務費の方では２８万円の減額でございます。 

  続きまして、６８ページの方では、農道整備事業費の方で３００万円の減でございま

す。これは工事請負費の方での入札によるものの減額ということでございます。２８９

万７,０００円の減でございます。 

  それから、農業用施設維持費の方では、３０３万円の減額でございます。 

  それから、地籍調査事業費の方では、２７５万９,０００円の減でございます。地籍

調査の方では、システムの借上料の方は、これはまあ合理化によりまして減となってお

ります。 

  ６９ページの林業費の方に参りまして、林業総務費の方では５４万６,０００円でご

ざいます。 

  それから、林業維持費の方では８３万２,０００円の減となっております。 
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  続きまして、７０ページの商工費の方でございますが、４５万１,０００円の増額と

なっておるわけですが、これはまあシルバー人材センターへの補助金が増えたというこ

とでございます。 

  観光費の方では、１１万９,０００円の減額となってます。 

  続きまして、次のページへ参りまして、土木費の方でございます。 

  土木総務費の方では、４０７万６,０００円の減額でございます。これにつきまして

は、減額となった原因は、永谷地区の残土処分場の基本計画の委託料の方が減となった

ものでございます。 

  続きまして、土木費の道路橋梁費の方ですが、５０５万８,０００円の減額となって

おります。工事請負費の方での舗装関連工事が減っておるのと、原材料のものが減って

ございます。 

  それから、工事請負費の関係では、４,８０１万８,０００円の減額となっております。

説明につきましては東福井牧場線の改良工事が２５５万７,０００円、それから動木志

賀野線改良工事、動木地区の辺地債の関係なんですが、２,５００万円の減、それから

町道動木志賀野線改良工事の方では５００万円の減となっております。これは、東福井

牧場線の改良工事の方でも１,０００万円の減となっております。 

  それから、７４ページに参りまして、土木費の住宅費の方でございます。住宅管理費

の方で６万円の減額となっております。 

  それから、公園費の方ですが、３万円の減額となっております。 

  それから、土木費の方の残土処分の整備費の方では２４１万円の増となっております。

これは、建設残土処理場の設備設置工事によるものでございます。 

  続きまして、７５ページの方でございますけれども、非常備消防費の方では１４万２,

０００円の増額となっております。 

  それから、水防費の方では６万円の減でございます。   

  続きまして、教育費の方では、教育委員会費の方で６万１,０００円の減額、事務局

費の方では３１万６,０００円の減額でございます。 

  続きまして、７７ページの方では、教育諸費の方では６３万８,０００円の減額とな

っております。 

  次に、小学校費での学校管理費の方では、５万２,０００円の増でございます。 

  教育振興費の方では、１８４万５,０００円の減額となっております。教材用備品の
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方で１７０万円５,０００円減額しております。 

  それから、中学校費の方では、学校管理費の方で２９０万７,０００円の減となって

おります。これは中学校、美里中学の耐震補強工事の方での入札による差額でございま

す。 

  続きまして、教育振興費の方では、８２万２,０００円の減額でございます。 

  社会教育費の方では、１３５万６,０００円の減額でございます。 

  続きまして、８０ページの生涯学習振興費の方では、６１万５,０００円の減額でご

ざいます。 

  公民館費の方では１０万４,０００円の減額です。 

  それから、人権教育費の方では４万円の減額です。 

  文化財保護費の方では、１万５,０００円の減額、新子どもプラン事業費では３４万

円の減額でございます。 

  次のページに参りまして、８１ページですが、みさと天文台管理運営費の方では１０

３万３,０００円の減額でございます。 

  セミナーハウス未来塾の管理運営費の方では、２６６万６,０００円の減額でござい

ます。これは、結局まあセミナーをあいてる時間休ませたということで、費用が節減さ

れたものでございます。 

  文化センター管理費の方でございますが、７０２万５,０００円の減額でございます。

主なものとしましては、臨時雇用の方で２００万円の減となっております。 

  それから、次のページの８３ページでございますが、真国区民センターの管理運営費

の方で１７万１,０００円の減額となっています。 

  自然体験体験世代交流センターの管理運営費の方では、５２万８,０００円の減額と

なっております。 

  それから、保健体育費の方に参りまして、総務費の方では６０万８,０００円の増と

なっております。 

  次のページをご覧いただきたいと思います。 

  体育施設管理運営費の方でございますが、１,３４９万４,０００円の減額となってお

ります。これにつきましては、ふるさと公社への、スポーツ公園広場の建設事業補助金

の方を１,０００万円減額できたところでございます。これは、入札差額が生じたもの

でございます。 
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  次に、公債費の方へ参りまして、元金の方では５１万６,０００円の増となっており

ます。 

  次のページをご覧いただきたいと思います。 

  諸支出金の方でございますが、財政調整基金の方では、４８万円の増となっておりま

す。 

  それから、減債基金の方では、１億１,００２万１,０００円の増としております。減

債基金の方へ、これだけ節減できた分をのせていくというふうなことでございます。 

  それから、ふるさと創生基金の方では４,０００円の増でございます。 

  土地開発基金の方では５万７,０００円の増、それから河川浄化推進事業費の基金の

方では８万２,０００円です。 

  それから、上芝貞雄文化・教育振興基金では５万５,０００円の増でございます。 

  地域振興基金費では、１５万６,０００円の増でございます。 

  次に、８６ページをご覧いただきたいと思います。 

  災害復旧費の方でございます。道路橋梁災害復旧費の方でございますが、９,５２７

万７,０００円の減額となっております。これは、主なものとしましては、委託料の方

で７７８万４,０００円の減額となっております。町道鎌滝上ケ井線の災害の測量設計

委託料が、これまあ対象にならなかったということで、８１１万１,０００円の減とな

っておるものでございます。 

  それから、工事請負費の方では８,５４０万円の減となっておるんですが、町道大角

線の道路災害復旧工事でございますが、以前にロボット操作によりまして工事をせない

かんというふうなことがございましたけども、また国の方の変更しても、ロボット操作

でしなくてもできるというふうなことの中で、減額となったものでございます。 

  以上、補正予算についての説明をさせていただきましたので、原案どおりご可決をい

ただきますようよろしくお願いいたしまして、説明とさせていただきます。 

             （総務課長 岡 省三君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    暫時休憩いたします。再開は１０時５０分。 

              （午前１０時３２分） 

            ――――――――――――――――― 

 再 開 

○議長（美野勝男君）    休憩前に引き続き会議を再開します。 
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              （午前１０時５０分） 

◎日程第２１ 議案第１８号 平成１９年度紀美野町国民健康保険事業特別会計補正予算 

              （第３号）についてから 

◎日程第２３ 議案第２０号 平成１９年度紀美野町老人保健事業特別会計補正予算（第 

              ３号）についてまで一括上程 

○議長（美野勝男君）    日程第２１、議案第１８号、平成１９年度紀美野町国民健

康保険事業特別会計補正予算（第３号）について、日程第２２、議案第１９号、平成１

９年度紀美野町国民健康保険診療所事業特別会計補正予算（第４号）について、及び日

程第２３、議案第２０号、平成１９年度紀美野町老人保健事業特別会計補正予算（第３

号）について、一括議題とします。 

  説明を願います。 

  住民課主幹、南君。 

             （住民課主幹 南 秀秋君 登壇） 

〇住民課主幹（南 秀秋君）    それでは、議案書８８ページをお願いいたします。 

  議案第１８号 平成１９年度紀美野町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号） 

  平成１９年度紀美野町の国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）は、次に定め

るところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

   第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億２,７９５万６,０００円を追

加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１７億２,５９５万７,０００

円とする。 

    ２  歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額、並びに補正後

の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

                 平成２０年３月１１日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  ９３ページをお願いいたします。 

  ２の歳入でございます。１款、国民健康保険税、１目、一般被保険者国民健康保険税

は、医療給付費分現年課税分、７７０万３,０００円の減額をお願いいたします。 

  ２目の退職被保険者等国民健康保険税、医療分、介護分を合わせまして７４９万円の

増額をお願いするものでございます。 

  次の３款、国庫支出金の１項、１目、療養給付費等負担金も、５２６万７,０００円
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の増額をお願いいたします。 

  同じく２目、高額医療費共同事業負担金も、１０万８,０００円の増額をお願いいた

します。 

  続く、２項、１目、財政調整交付金も、１,０５５万円の増額をお願いいたします。 

  次の４款、１目、療養給付費等交付金も、４,３８０万１,０００円の増額をお願いい

たします。 

  次に、９４ページをお願いいたします。 

  ５款、県支出金、１項、１目の高額医療費共同事業負担金も、先ほどの国庫支出金と

同じく１０万８,０００円の増額をお願いいたします。 

  続く２項、１目、県補助金も、４８８万６,０００円の増額をお願いいたします。 

  ８款、諸収入、２目、雑入につきましては、高齢者医療制度円滑導入事業費補助金４

３万７,０００円の増額をお願いいたします。 

  ９款、繰入金、１目、一般会計繰入金は、保険基盤安定繰入金といたしまして４１８

万７,０００円の増額をお願いいたします。 

  ２目の財政調整基金繰入金につきましては、５,８８２万５,０００円の増額をお願い

するものでございます。 

  次の９５ページをお願いいたします。 

  ３の歳出でございます。１款、総務費の１項、総務管理費、１目、一般管理費につき

ましては、２９６万９,０００円の増額をお願いするものでございます。 

  ３項、１目、運営協議会費につきましては、２,０００円の減額をお願いいたします。 

  次の２款、保険給付費、１項、一般被保険者分の１目、療養給付費は、７,７３０万

円の増額をお願いするものでございます。 

  ２目の療養費は、財源内訳の変更をお願いするものでございます。 

  ９６ページをお願いいたします。 

  ２項、退職被保険者分の１目、療養給付費は、２,６６０万４,０００円の増額をお願

いするものでございます。 

  ２目の療養費は、６０万円の増額をお願いするものでございます。 

  ３項、１目、審査支払手数料は、７万３,０００円の増額をお願いするものでござい

ます。 

  ４項、１目、一般被保険者高額療養費は、１,０５２万円の増額をお願いするもので
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ございます。 

  ２目の退職被保険者高額療養費は、２９５万２,０００円の増額をお願いするもので

ございます。 

  次の９７ページをお願いいたします。 

  ３款、１目、老人保健医療費拠出金は、１,３０２万３,０００円の増額をお願いする

ものでございます。 

  ２目の老人保健事務費拠出金は、１８万２,０００円の増額をお願いするものでござ

います。 

  ４款、１目、介護納付金は、４８７万４,０００円の減額をお願いするものでござい

ます。 

  ５款、共同事業拠出金の１目、高額医療費拠出金につきましては、財源内訳の変更を

お願いするものでございます。 

  次の６款、保健事業費の１目、疾病予防費につきましては、１５１万２,０００円の

減額をお願いするものでございます。 

  次の、９８ページをお願いいたします。 

  最後の７款、諸支出金、１目、繰出金につきましては、野上厚生病院への繰り出しで、

１２万１,０００円の増額をお願いするものでございます。 

  続きまして、次の１００ページをお願いいたします。 

  議案第１９号 平成１９年度紀美野町国民健康保険診療所事業特別会計補正予算（第

４号） 

  平成１９年度紀美野町の国民健康保険診療所事業特別会計補正予算（第４号）は、次

に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

   第１条 歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ９７４万５,０００円を減額

し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億１,６６０万２,０００円と

する。 

    ２  歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額、並びに補正後

の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

                 平成２０年３月１１日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  １０５ページをお願いいたします。 
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  ２の歳入でございます。１款、診療収入、１目の外来収入につきましては、５７０万

円の減額をお願いするものでございます。その内訳といたしまして、１節の国民健康保

険診療収入が１００万円の減額、２節の社会保険診療収入が７０万円の減額、３節の老

人保健診療収入も４５０万円の減額となってございます。次の４節、一部負担金も５０

万円の減額、５節のその他収入も１００万円の減額をお願いするものでございます。 

  次の３款、繰入金につきましては、一般会計からの繰入金は３８９万５,０００円の

減額をお願いするものでございます。 

  ４款、諸収入、１目、雑入につきましては、１５万円の減額をお願いするものでござ

います。 

  １０６ページをお願いいたします。 

  ３の歳出です。１款、総務費、１項、施設管理費、１目、一般管理費につきましては、

１８４万５,０００円の減額をお願いするものでございます。 

  次の２款、医業費、１項、１目、医療用機械器費は、２１０万円の減額をお願いする

ものでございます。 

  ２目の医療用消耗品費は、８０万円の減額をお願いするものでございます。 

  ３目の医療品衛生材料費は、４３０万円の減額をお願いするものでございます。 

  １０７ページをお願いいたします。 

  ４目の検査費は、７０万円の減額をお願いするものでございます。 

  続きまして、１０８ページをお願いいたします。 

  議案第２０号 平成１９年度紀美野町老人保健事業特別会計補正予算（第３号） 

  平成１９年度紀美野町の老人保健事業特別会計補正予算（第３号）は、次に定めると

ころによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

   第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ５３３万７,０００円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２２億１,６８２万６,０００円とす

る。 

    ２  歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額、並びに補正後

の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

                 平成２０年３月１１日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  １１３ページをお願いいたします。 
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  ２の歳入でございます。１款、支払基金交付金の１目、医療費交付金は、現年度分で

１,１８３万２,０００円を増額し、２目、審査支払手数料交付金で現年分４１万３,０

００円の減額をお願いするものでございます。 

  次の２款、国庫支出金につきましては、１項、国庫負担金、１目、医療費負担金は、

現年度分で３９１万４,０００円の減額をお願いするものでございます。 

  次の２項、国庫補助金、１目、事務費補助金は、医療費適正化対策事業補助金として

１１万５,０００円の増額をお願いするものでございます。 

  次の３款、県支出金、１目、医療費負担金につきましては、現年度及び過年度分で９

７万９,０００円の減額をお願いするものでございます。 

  ４款、繰入金、１目、一般会計繰入金を、１５８万１,０００円の減額をお願いする

ものでございます。 

  １１４ページをお願いいたします。 

  ５款、諸収入、１目、第三者納付金２７万７,０００円の増額をお願いするものでご

ざいます。 

  次の１１５ページをお願いいたします。 

  ３の歳出でございます。１款、総務費の１項、総務管理費、１目、一般管理費につき

ましては、２１万２,０００円の減額をお願いするものでございます。 

  次の２款、医療諸費、１目、医療給付費は、財源内訳の変更をお願いするものでござ

います。 

  ２目の医療費支給費は、５９６万２,０００円の増額をお願いするものでございます。 

  ３目、審査支払手数料は、委託料で４１万３,０００円の減額をお願いするものでご

ざいます。 

  以上、ご審議の上、原案どおりのご可決を賜りますよう、よろしくお願い申し上げま

す。 

             （住民課主幹 南 秀秋君 降壇） 

◎日程第２４ 議案第２１号 平成１９年度紀美野町介護保険事業特別会計補正予算（第 

              ４号）について 

○議長（美野勝男君）    日程第２４、議案第２１号、平成１９年度紀美野町介護保

険事業特別会計補正予算（第４号）について、議題とします。 

  説明を願います。 
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  保健福祉課長、井上君。 

            （保健福祉課長 井上 章君 登壇） 

○保健福祉課長（井上 章君）    議案書の１１６ページをお開きください。 

  議案第２１号 平成１９年度紀美野町介護保険事業特別会計補正予算（第４号） 

  平成１９年度紀美野町の介護保険事業特別会計補正予算（第４号）は、次に定めると

ころによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

   第１条 歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ５００万２,０００円を減額し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１３億５,４５７万４,０００円とす

る。 

    ２  歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額、並びに補正後

の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

                 平成２０年３月１１日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  議案書の１２１ページをお願いいたします。 

  まず、歳入でございますが、３款、国庫支出金の４目、介護保険事業費補助金５３万

６,０００円の増額でございます。これにつきましては、システム改修の補助金でござ

います。 

  続いて、６款の繰入金、４目の事務費繰入金につきましては、１８８万８,０００円

の減額です。事務費の減額によるものでございます。 

  ９款の諸収入で、４目の雑入で３６５万円の減額です。これにつきましては、介護予

防計画作成報酬の減額によるものでございます。 

  続いて、歳出でございます。次の１２２ページをお願いいたします。 

  １款の総務費、１項、総務管理費の１目の一般管理費では、２４２万７,０００円の

減額です。これにつきましては、賃金で２４９万６,０００円の減額、それから１３節

委託料の電算システム改修で１５７万５,０００円の増額、介護予防支援業務で１４４

万円の減額が主なものでございます。 

  同じく１款の２項、徴収費、賦課徴収費では、１万２,０００円の減額です。これに

つきましては、１１節の需用費の減額によるものでございます。 

  同じく１款の３項、介護認定審査会費の１目の介護認定審査会費では、１３２万６,

０００円の減額でございます。これにつきましては、１節の報酬で１２６万円の減額と、
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需用費の減額でございます。 

  ２目の認定調査等費でございますけれども、６０万５,０００円の減額、これにつき

ましては、役務費で、主治医意見書作成手数料で６０万円の減額と、需用費の減による

ものでございます。 

  次の、１２３ページをお願いいたします。 

  ２款、保険給付費、１項の介護サービス等諸費、１目の居宅介護サービス給付費では、

４００万円の増額でございます。居宅介護サービス給付費の見込みの増額によるもので

ございます。 

  続いて、４目の４０万円の増額でございます。これも、居宅介護福祉用具購入費の見

込みが上回るためでございます。 

  続いて、５目の居宅介護住宅改修費では、８０万円の減額でございます。これも、見

込みより下回るということでございます。 

  続いて、６目の居宅介護サービス計画給付費では、１３８万円の減額です。これも、

見込みよりも下回るということでございます。 

  ２款の保険給付費、２項、介護予防サービス等諸費の１目の介護予防サービス給付費

では、５０万円の増額です。給付費が見込みを上回ると、こういうことでございます。 

  同じく２目の介護予防福祉用具購入費では、１０万円の減額です。これも、見込みが

上回るためでございます。 

  続いて、３目の介護予防住宅改修費では、３０万円の増額でございます。これも、介

護予防住宅改修費の伸びによるものでございます。 

  次の、１２４ページをお願いいたします。 

  ２款、２項の４目、介護予防サービス計画給付費では、３６５万円の減額でございま

す。これにつきましては、給付費の減によるものでございます。 

  同じく２款の３項、その他諸費、１目の審査支払手数料は、３万円の増額でございま

す。手数料の見込みが上回るためでございます。 

  次の４項、高額介護サービス等諸費、１目の高額介護サービス費では５０万円の増額

でございます。高額介護サービス費の伸びによるものでございます。 

  次の４款、地域支援事業費の１目、介護予防特定高齢者施策事業費では、１１万円の

減額です。これにつきましては、１２節の手数料と１３節の委託料の減額でございます。 

  １２５ページをお願いいたします。 
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  同じく４款の２目、介護予防一般高齢者施策事業費では、１３万円の減額です。これ

につきましては、報償費の減額でございます。 

  ４款、同じく２項の包括的地域支援事業・任意事業費、１目の介護予防ケア・マネジ

メント事業費では、５,０００円の減額です。需用費の減によるものでございます。 

  続いて２目の任意事業では、１２万４,０００円の減額です。これも報償費と需用費

の減によるものです。 

  ３目の総合相談事業費では、２,０００円の減額です。報酬と需用費の減額でござい

ます。 

  ４目の権利擁護事業費では、４８万６,０００円の減額です。報償費と需用費の減に

よるものでございます。 

  続いて５目の包括的・継続的ケア・マネジメント支援事業費では、１９万３,０００

円の減額です。旅費の減額が主なものでございます。 

  次の１２６ページ、６款の諸支出金の償還金では、４１万８,０００円の増額でござ

います。これにつきましては、過年度分の国庫補助金の返還金です。 

  以上で、説明を終わらせていただきます。原案どおりご可決いただきますよう、どう

かよろしくお願いいたします。 

            （保健福祉課長 井上 章君 降壇） 

◎日程第２５ 議案第２２号 平成１９年度紀美野町農業集落排水事業特別会計補正予算 

              （第４号）について 

○議長（美野勝男君）    日程第２５、議案第２２号、平成１９年度紀美野町農業集

落排水事業特別会計補正予算（第４号）について議題とします。 

  説明を願います。 

  建設課長、大竹君。 

             （建設課長 大竹康夫君 登壇） 

○建設課長（大竹康夫君）    １２８ページをお願いします。 

  議案第２２号 平成１９年度紀美野町農業集落排水事業特別会計補正予算（第４号） 

  平成１９年度紀美野町の農業集落排水事業特別会計補正予算（第４号）は、次に定め

るところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

   第１条 歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１５万４,０００円を減額し、
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歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２,５８８万７,０００円とする。 

    ２  歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額、並びに補正後

の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

                 平成２０年３月１１日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  １３３ページをお願いします。 

  歳入です。第３款、繰入金、一般会計繰入金１５万４,０００円を減額するものでご

ざいます。 

  次のページ、１３４ページをお願いします。 

  第１款、総務費、第１項、施設管理費、第１目、一般管理費でございます。 

  需用費で１４万円の減額、役務費で３,０００円の減額、備品購入費で６,０００円の

減額、負担金補助及び交付金で５,０００円、計１５万４,０００円を減額するものでご

ざいます。 

  以上、よろしくお願いいたします。 

             （建設課長 大竹康夫君 降壇） 

◎日程第２６ 議案第２３号 平成１９年度紀美野町野上簡易水道事業特別会計補正予算 

              （第４号）についてから 

◎日程第２８ 議案第２５号 平成１９年度紀美野町上水道事業会計補正予算（第４号） 

              についてまで一括上程 

○議長（美野勝男君）    日程第２６、議案第２３号、平成１９年度紀美野町野上簡

易水道事業特別会計補正予算（第４号）について、日程第２７、議案第２４号、平成１

９年度紀美野町美里簡易水道事業特別会計補正予算（第４号）について、及び日程第２

８、議案第２５号、平成１９年度紀美野町上水道事業会計補正予算（第４号）について、

一括議題とします。 

  説明を願います。 

  水道課長、岡本君。 

             （水道課長 岡本卓也君 登壇） 

○水道課長（岡本卓也君）    議案書の１３６ページをお願いいたします。 

  議案第２３号 平成１９年度紀美野町野上簡易水道事業特別会計補正予算（第４号） 

  平成１９年度紀美野町の野上簡易水道事業特別会計補正予算（第４号）は、次に定め

るところによる。 
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 （歳入歳出予算の補正） 

   第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１９万３,０００円を追加し、歳

入歳入予算の総額を歳入歳出それぞれ２億１,４５１万８,０００円とする。 

    ２  歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額、並びに補正後

の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 （地方債の補正） 

   第２条 地方債の変更は、「第２表 地方債補正」による。 

                 平成２０年３月１１日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  １４２ページをお願いいたします。 

  ２、歳入でございます。４款、諸収入、１項、諸収入の１目、雑入で２９９万３,０

００円の増額でございます。内訳といたしましては、水道施設き損事故賠償金、これは

落雷による保険料でございます。これが２６８万９,０００円と、あと消費税の還付金

でございます。 

  ５款、町債、１目、簡易水道債で２８０万円の減額でございます。これは、野上統合

簡易水道事業の減額による補正でございます。 

  １枚おめくりください。１４３ページです。 

  歳出でございます。１款、衛生費の１項、簡易水道費、１目、一般管理費で、７６万

６,０００円の減額でございます。 

  ２目の作業費で、２７６万８,０００円の増額でございます。主なものといたしまし

ては、需用費の修繕料の３５０万円の増額、これは先ほど説明いたしました落雷による

修繕、テレメーターの修繕によるものでございます。 

  ３目の施設整備費では、２８８万円の減額でございます。主なものといたしましては、

委託料、工事請負費の２３４万１,０００円の減額、これは入札差額でございます。 

  ３款の予備費でございます。これは、６７万１,０００円の増額でございます。予算

の調整でございます。 

  １３９ページにお戻りください。 

  第２表の地方債補正でございます。野上統合簡易水道事業で、過疎対策事業債と簡易

水道事業債を各１４０万円減額いたしまして、合計９,６２０万円で、２８０万円の減

額でございます。 

  起債の方法、利率、償還の方法は変わりございません。 
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  以上です。 

  次に、１４６ページをお願いいたします。 

  議案第２４号 平成１９年度紀美野町美里簡易水道事業特別会計補正予算（第４号） 

  平成１９年度紀美野町の美里簡易水道事業特別会計補正予算（第４号）は、次に定め

るところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

   第１条 歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１億１,４３３万３,０００円を

減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３億８,１８６万６,０００

円とする。 

    ２  歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額、並びに補正後

の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 （地方債の補正） 

   第２条 地方債の変更は、「第２表 地方債補正」による。 

                 平成２０年３月１１日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  恐れ入りますが、１５２ージをお願いいたします。 

  歳入でございます。１款の使用料手数料、１項の使用料で、１目、水道使用料で２０

０万円の減額でございます。 

  ２款の分担金負担金、２項の分担金、１目の簡易水道施設整備費分担金で４９３万１,

０００円の増額でございます。これは、１９年度の申込み谷地区と滝ノ川地区の給水開

始の予定分でございます。 

  ３款の県支出金、１項の県補助金の１目、簡易水道施設整備費県補助金では、２,２

５３万９,０００円の減額でございます。簡易水道施設整備事業の事業費の減額に伴う

補助対象の減のためでございます。 

  ４款の繰入金では、一般会計繰入金が３２４万７,０００円の減額でございます。こ

れは歳出減に伴う減額でございます。 

  ５款の諸収入、１項、諸収入の１目、雑入で２７万８,０００円の減額でございます。

これは、国道３７０号の改良工事に伴う水道管布設工事費の減額によるものでございま

す。 

  次のページをお願いいたします。 

  ６款の町債、１項の町債で、１目の簡易水道債で、９,１２０万円の減額でございま
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す。これは、美里統合簡易水道事業費の減額によるもので、起債対象事業費が減額のた

めでございます。 

  １５４ページをお願いいたします。 

  歳出でございます。１款の衛生費、１項の簡易水道費の１目、一般管理費で、１３万

６,０００円の増額でございます。主なものは、需用費の電気料、これは給水区域の拡

大によるものでございます。 

  ２目の作業費で、１７７万円の減額、主なものは、委託料の水道施設のポンプ点検委

託料でございます。 

  ３目の施設整備費で１億１,２６９万９,０００円の減額でございます。主なものは、

工事請負費の１億１,１５２万５,０００円で、これは入札差額によるものでございます。 

  次のページをお願いいたします。 

  済みません。１４９ページにお戻りください。 

  第２表の地方債補正でございます。美里統合簡易水道事業におきまして、過疎対策事

業債と簡易水道事業債、各４,５６０万円ずつ減額いたしまして、合計１億６,９８０万

円となったものでございます。 

  なお、起債の方法、利率、償還の方法については変わりございません。 

  以上でございます。 

  次に、１５６ページをお願いいたします。 

  議案第２５号 平成１９年度紀美野町上水道事業会計補正予算（第４号） 

  第１条 平成１９年度紀美野町上水道事業会計補正予算（第４号）は、次に定めると

ころによる。 

  第２条 平成１９年度紀美野町上水道事業会計予算第３条に定めた収益的収入及び支

出の予定額を、次のとおり補正する。 

  収入、第８款、水道事業収益で、既決予定額１億２,９７３万８,０００円、補正予定

額３０２万８,０００円で、計１億３,２７６万４,０００円。 

  第２項、営業外収益で、既決予定額が２９２万５,０００円、補正予定額が３０２万

８,０００円、計５９５万３,０００円。 

  支出でございます。第９款、水道事業費用、１億２,９７３万６,０００円、補正予定

額が３０２万８,０００円の、計１億３,２７６万４,０００円。 

  １項の営業費用、１億１,１０７万７,０００円、補正予定額３０２万８,０００円、
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計１億１,４１０万５,０００円。 

  第３条 平成１９年度紀美野町上水道事業会計予算第４条本文括弧書を「資本的収入

額が資本的支出額に対して不足する額９,６０４万円は、過年度分損益勘定留保資金２

２５万６,０００円、当年度分損益勘定留保資金２,５１５万２,０００円、減債積立金

６,６９７万１,０００円、及び当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額１６６

万１,０００円で補てんするものとする。」に改め、資本的収入及び支出の予定額を次

のとおり補正する。 

  次のページをおめくりください。 

  収入でございます。第１０款、資本的収入、既決予定額２,２００万、補正予定額８

００万円を減額いたしまして、１,４００万。 

  支出でございます。第１１款の資本的支出、既決予定額が６,０３９万３,０００円、

補正予定額４,９６４万７,０００円、計１億１,００４万円。 

  第１項、建設改良費、既決予定額４,７２５万、補正予定額がマイナス１,２３６万６,

０００円で、計３,４８８万４,０００円。 

  第２項、企業債償還金、既決予定額１,３１４万３,０００円、補正予定額６,２０１

万３,０００円で、計７,５１５万６,０００円。 

  第４条 予算第５条を次のように改める。 

  起債の目的 老朽管布設替工事、借入限度額 ２,２００万、これを補正後１,４００

万円に限度額を改めまして、起債の方法、利率、償還の方法は、補正前と変わりござい

ません。 

  第５条 予算第８条を第９条とし、第７条の次に次の１条を加える。 

 （利益剰余金の処分） 

  第８条 繰越利益剰余金のうち４,８５５万６,０００円は、次のとおり処分するもの

と定める。 

  （１）減債積立金 ４,８５５万６,０００円。 

平成２０年３月１１日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  １６０ページをお願いいたします。 

  平成１９年度紀美野町上水道事業会計補正予算（第４号）実施計画明細書 

  資本的収入及び支出、収入でございます。 

  ８款の水道事業収益、１億２,９７３万６,０００円を３０２万８,０００円追加いた
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しまして、１億３,２７６万４,０００円でございます。これは２節のその他雑収益で３

０２万８,０００円の増額で、被雷事故による損害賠償金でございます。 

  支出でございます。 

  ９款の水道事業費用、１項の営業費用、２目の配水及び給水費の３１節の修繕費で、

同じく３０２万８,０００円の増額でございます。被雷事故の修理でございます。 

  次のページをお願いいたします。 

  資本的収入及び支出 

  収入でございます。１０款の資本的収入、１項の企業債、１目の企業債の１節、企業

債で８００万円の減額でございます。老朽管布設替工事に係る企業債の減額でございま

す。 

  支出でございます。１１款の資本的支出、建設改良費の５０節、建設改良費で１,２

３６万６,０００円の減額でございます。 

  ２項の企業債償還金、１目の企業債償還金、１節の企業債償還金で、６,２０１万３,

０００円の増額で、計７,５１５万６,０００円でございます。これは、公営企業経営健

全化による公的資金補償金免除繰上償還で、財務省公営企業金融公庫により昭和６０年

に利率７.１％と７.２％で借り入れた企業債の繰上償還でございます。 

  以上、簡単ですが、説明とさせていただきます。よろしくご審議のほどお願いいたし

ます。 

             （水道課長 岡本卓也君 降壇） 

◎日程第２９ 議案第２６号 平成２０年度紀美野町一般会計予算について 

○議長（美野勝男君）    日程第２９、議案第２６号、平成２０年度紀美野町一般会

計予算について議題とします。 

  なお、説明の際には、ページ数を言ってから説明を願いたいと思います。 

  それでは、歳入全般及び歳出第１款から第２款について説明を願います。 

  総務課長、岡君。 

             （総務課長 岡 省三君 登壇） 

○総務課長（岡 省三君）    それでは、議案第２６号について説明申し上げます。 

  平成２０年度紀美野町一般会計予算でございます。 

  平成２０年度紀美野町の一般会計の予算は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算） 
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   第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ６９億４,６２３万６,０００円

と定める。 

    ２  歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳

出予算」による。 

 （債務負担行為） 

   第２条 地方自治法第２１４条の規定により、債務を負担する行為をすることがで

きる事項、期間及び限度額は、「第２表 債務負担行為」による。 

 （地方債） 

   第３条 地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる地方債の起

債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第３表 地方

債」による。 

 （一時借入金） 

   第４条 地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借り入れの最

高額は１０億円と定める。 

 （歳出予算の流用） 

   第５条 地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により、歳出予算の各項の経

費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

    （１）各項に計上した給料、職員手当及び共済費（賃金に係る共済費を除く）に

係る予算額に過不足を生じた場合における同一款内でのこれらの経費の各項

の間の流用 

平成２０年３月１１日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  新年度の事業概要につきましては、町長が行政報告の中で申し上げておりますが、私

の方から平成２０年度の当初予算の概要を、簡単に説明させていただきます。 

  予算額につきましては、昨年度に比べまして６億１,５７４万１,０００円の減となっ

ておりまして、６９億４,６２３万６,０００円となっております。 

  その中での一般財源の方でございますが、事業費は減っておるんですが、一般財源は

１,４１１万２,０００円増えております。 

  それから、町税の方でございますけれども、昨年度より５,１１０万８,０００円の減

の、８億８,１８５万６,０００円の予算となっております。 

  それから、町民税につきましては、４,７８５万９,０００円減の３６億４,０６９万
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９,０００円となっております。それから、固定資産税につきましては、８８万８,００

０円の増となっております。軽自動車税につきましては、７８万４,０００円の増でご

ざいます。それから、市町村たばこ税につきましては、３００万２,０００円の減とな

っております。入湯税につきましては、１９１万９,０００円の減となっております。 

  それから、地方交付税につきましては、普通交付税では１億９,１９９万５,０００円

の増となっておりまして、３０億６,０００万円の予算となっております。 

  それから、特別交付税につきましては１億５,０００万円の減となっておりまして、

４億６,０００万円となってございます。 

  それから、町債につきましては、辺地債で４,４１０万円の減でございます。 

  それから、過疎債につきましては１億７,２１０万円の増となっております。これは

地デジ対策の事業費の関係で、こちらが増えております。 

  それから、合併特例債の方でございますが、２億９,４２０万円の減となっておりま

す。 

  それから、臨時債につきましては、１,４１０万円の減となっております。その他の

町債では、３億２,２８４万円の減となっております。 

  それから、基金の残額でございますけれども、１９年度末で財政調整基金でございま

すが、３億１,９４９万６,０００円となります。 

  それから、減債基金の方では１億２,０１２万８,０００万円となっております。 

  それから、ふるさと創生基金の方では、２５８万３,０００円、河川浄化推進事業基

金では５,８２３万６,０００円となります。 

  それから、上芝貞雄文化・教育振興基金では、３,６３９万円となっています。 

  それから、美里温泉かじか荘基金では３２８万４,０００円となっております。 

  それから、水産業振興基金では、５２７万７,０００円となっております。福祉基金

については、１,１７８万５,０００円です。 

  それから、中山間ふるさと水と土保全対策基金では、２,０４９万８,０００円となっ

ています。 

  それから、地域振興基金では、５２７万２,０００円となっています。 

  土地開発基金につきましては、３,８７９万５,０００円となっております。 

  それから、ちょっと歳出の方で申しますと、職員の給与の方で４,４４０万９,０００

円の減額という形になっております。 
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  それから、公債費につきましては、元金の方で１億５２３万円減りまして、それから

利子の方では、利息の方では２１３万８,０００円の減となっております。 

  それで、本年度繰上償還を、高利率の繰上償還をいたしたいと考えておるわけでござ

いまして、その繰上償還と、２４２万２,０００円の繰上償還と、それから１億２４０

万９,０００円の繰上償還を行いたいと考えております。 

  それから、特別会計の繰出金でございますけれど、国保会計では６３万円の増となっ

ております。 

  それから、直営診療所会計の方では５４２万４,０００円の減となっております。 

  老健会計の方では１億８,４６０万７,０００円の減となっております。 

  それから、後期高齢者会計でございます。これは新たにできまして、２億２,４１２

万８,０００円が新たに要るわけでございます。 

  それから、介護会計の方は２,２６１万５,０００円。 

  それから美里簡水の方では２１６万９,０００円となります。それから、野上簡水の

方では８１万３,０００円の増となります。 

  それから、集落排水会計の方は６万５,０００円の増となります。 

  地方交付税の方なんですが、１.３％の増となっておりまして、これは新たに地方再

生対策費の創設によりまして、１億２００万円の増となるものでございます。 

  それでは、続きまして簡単に、歳入の予算について説明を申し上げたいと思います。 

  事項別明細の１０ページの方をご覧いただきたいと思います。 

  それでは、歳入の町税の方ですが、前年度に比べまして４,７６０万円増の３億３,９

００万円となります。法人の方では２,５６９万９,０００円となります。 

  それから、町税の固定資産税の方ですが、固定資産税の方では、１７９万９,０００

円増えまして、４億３,９７３万９,０００円となります。 

  国有資産等所在市町村交付金及び納付金につきましては、９１万１,０００円の減と

なりまして、２９０万となります。 

  それから、軽自動車税につきましては、７８万４,０００円増の２,９００万円となり

ます。 

  それから、市町村たばこ税でございますが、３００万２,０００円の減となりまして、

４,１００万円となります。 

  それから、入湯税の方は１９１万９,０００円の減となりまして、４５１万８,０００
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円となります。 

  それから、自動車譲与税の方は変わらず、それに地方譲与税につきましても変わらず、

それから利子割交付金につきましても変わらず、配当割交付金につきましても変わって

おりません。 

  次に、１２ページをご覧いただきたいと思います。 

  株式等譲渡所得割交付金ですが、これも変わっておりません。 

  次の、地方消費税交付金についても、変わりません。それから、ゴルフ利用税交付金

についても変わりなし、自動車取得税交付金につきましても変わりなし。 

  地方特例交付金につきましては、６４０万の減の３４０万円でございます。地方特例

交付金でございます。 

  それから、特別交付金の方でございますが、４２０万減の６０万円となっております。 

  続きまして地方交付税ですが、普通交付税の方では３０億６,０００万円となってお

ります。それから、特別交付税は４億６,０００万円となっております。 

  続きまして、交通安全対策交付金につきましては、１０万円の減の１４０万。 

  それから、分担金負担金につきましては、農林水産業費分担金の方で１１万１,００

０円減の３１１万１,０００円となっております。 

  それから負担金の方で、民生費の負担金では１８０万減の３,８５７万２,０００円と

なっております。 

  続きまして、１４ページへ移りまして、使用料及び手数料の方では、総務使用料では

１６２万６,０００円の増となっております。 

  それから、民生使用料の方では１５万１,０００円の増です。 

  それから、農林水産業使用料の方では２４万の減でございます。 

  土木使用料では、１７万６,０００円の減でございます。 

  それから、教育使用料の方では２６３万９,０００円の減でございます。 

  それから、使用料、手数料で、総務手数料の方では、２６万２,０００円の減でござ

います。 

  衛生手数料では、５８９万５,０００円の減でございます。 

  それから、農林水産業手数料では、４,０００円の減です。 

  土木手数料では、３,８１０万４,０００円の増であります。これにつきましては、建

設残土処理場の手数料が新たに入ってくるものでございます。 
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  次に、消防手数料ですが、１万円の減でございます。 

  それから、国庫支出金の国庫負担金で、民生費国庫負担金では、４７８万円の増とな

っております。これで、大きなものとしては、障害者の自立支援給付費負担金が３,９

５４万となっております。 

  次、１６ページで、衛生費の国庫負担金では、１８３万６,０００円の減となってお

ります。 

  災害復旧費国庫負担金につきましては、１億２,７３４万４,０００円の減となってお

ります。これは、減となってるのは、目の整理をいたしたわけで、それによる減でござ

います。 

  それから、続きまして国庫補助金の方ですが、総務費国庫補助金につきましては、１

億２,６８６万８,０００円の増となっております。 

  民生費国庫補助金につきましては、２６６万６,０００円の増となっております。 

  それから、衛生費国庫補助金につきましては、１７万１,０００円の減です。 

  土木費国庫補助金につきましては、４００万の増でございます。 

  それから、教育費国庫補助金につきましては、１,２５８万５,０００円の減でござい

ます。 

  国庫支出金の国庫委託金でございますが、１,１９５万６,０００円の減となっており

ます。これは、総務費国庫委託金が大きな減でございます。 

  それから、民生費国庫委託金では、１３万２,０００円の増となっております。 

  それから、民生費県負担金の方では、８,１６０万１,０００円の、失礼しました。比

較としては２,０２３万１,０００円の増となっております。これは、後期高齢者医療の

基盤整備の負担金が増えておるわけでございます。 

  それから、衛生費県負担金につきましては、１８３万６,０００円の減でございます。 

  農林水産業費県負担金については、２０４万８,０００円の減でございます。 

  それから、県補助金の方では、総務費県補助金では１,９８７万４,０００円の減でご

ざいます。大きなものとしましては、紀の川流域水源地域整備振興事業でございます。

これは吉野集会所だったと思います。 

  それから、民生費県補助金でございますが、１８９万３,０００円の減でございます。 

  それから、衛生費県補助金では、４７万６,０００円の増となっております。 

  続きまして、２０ページへ参ります。 
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  商工費の県補助金の方では、５０万円の増と、新たにシルバー等の育成事業補助金が

追加されております。 

  それから、土木費県補助金でございますが、５０万円の増となっております。 

  教育費県補助金につきましては、１１６万４,０００円の減となっております。 

  それから、県支出金の総務費県委託金の方でございます。８７４万６,０００円の減

となっております。 

  それから、民生費委託金の方は変わらず、教育費県補助金の方も変わらずでございま

す。 

  続きまして、２１ページの財産収入の関係でございますが、財産貸付収入としまして

は、１５４万円の減となっております。利子及び配当金の方では１００万４,０００円

の増となっております。 

  それから、財産収入でございますが、これは変わらずでございます。 

  続きまして、２２ページをご覧いただきたいと思います。 

  一般寄附金も変わらずでございます。 

  それから、繰入金の方でございますが、財政調整基金の繰り入れでございます。これ

につきましては、５,１３６万７,０００円の減となっております。財政調整基金でござ

いますけれども、残額がかなり減ることになります。あと残りが三千何百万円かになる

わけでございまして、貯金がかなり少なくなったという状況でございます。 

  それから、河川浄化推進事業基金につきましては、１４万円の減となっております。 

  水産業振興基金繰入金の方では、２００万円の減となっております。 

  減債基金繰入金につきましては、９,４８３万１,０００円の増となっております。こ

れにつきましては、高利な起債の借入金につきまして繰上償還を行いたいという考えで

ございます。 

  それから、繰越金の方ですが、前年度繰越金の方は変わらずでございます。 

  それから、延滞金につきましても変わらずです。諸収入の方も前年度と変わらずです。 

  雑収入につきましては、９２６万８,０００円の減でございます。 

  続きまして、２４ページでございますが、町債の方でございます。 

  総務債の方では、一般単独債ということで、２億９,７９０万円の減となっておりま

す。 

  それから、民生債の方では１,０３０万円の増となっております。 
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  農林水産業費の方では、２,４９０万円の増となっております。 

  土木債については、５,９４０万円の減となっております。 

  教育債の方では、１億７１０万円の減となっております。 

  それから、臨時財政対策債につきましては、１,４１０万円の減となっております。 

  以上、歳入について、簡単でございましたが、説明とさせていただきます。 

  以上、よろしくお願いいたします。 

  すみません。歳出につきましては、時間の関係で、また午後にしていただきたいとい

うことでございますので、ご了解をいただきたいと思います。 

             （総務課長 岡 省三君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    暫時休憩いたします。午後１時１０分から再開いたします。 

 休 憩 

              （午前 ０時５９分） 

            ――――――――――――――――― 

 再 開 

○議長（美野勝男君）    再開します。 

              （午後 １時１０分） 

○議長（美野勝男君）    休憩前に引き続き会議を再開します。 

  総務課長、岡君。 

             （総務課長 岡 省三君 登壇） 

○総務課長（岡 省三君）    それでは、２６ページをご覧いただきたいと思います。 

  歳出の方の説明でございます。議会費の方でございまして、議会費の方は前年に比べ

て８１５万の減額となり、９,３２７万８,０００円の予算となっております。大きなも

のは報酬で、４,３３８万円となっております。 

  それから、総務費の方へまいります。総務費の一般管理費の方ですが、２８ページを

ご覧いただきたいと思います。 

  その前に、一般管理費の総額でございますけれども、１８６万８,０００円の減にな

りまして、３億２７７万となっております。 

  次のページをご覧いただきたいと思います。 

  給料につきましては、９,０１７万となっております。それから、職員手当は６,２２

３万８,０００円となっております。共済費につきましては、６,７９８万４,０００円
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となっております。それから、需用費につきましては、１,３５２万３,０００円となっ

ております。役務費の方では、８８２万７,０００円となっております。委託料は７９

８万６,０００円となっております。 

  次のページをご覧いただきたいと思います。 

  使用料及び賃借料につきましては、４９４万７,０００円となっております。それか

ら、負担金補助及び交付金につきましては、４,４１３万９,０００円となっております。 

  それから、次の目の文書広報費の方ですが、４６万３,０００円減の２８４万９,００

０円となっております。需用費が主で、２７２万４,０００円となっております。 

  それから、３の会計管理費の方ですが、３万４,０００円減の２５万７,０００円とな

っております。 

  それから、次のページへ参りまして、もう１つ飛びまして、３３ページの方ですが、

電子計算費の方でございます。５０９万８,０００円減の３,４７３万５,０００円と、

失礼しました。うちの関係では、ちょっと戻っていただきまして、企画費の方の関係で、

３２ページでございますが、委託料の関係でございますが、地上波デジタル放送の難視

聴対策事業ということで、まあこれはテレビの関係のなんですが、町長が冒頭で申しま

したギャップフィラーの設備に係る費用がこちらの方に載っております。委託料の方で

６８０万円、それから工事請負費の方で２億６,２５０万円となっております。 

  それから、３３ページの方へ参りまして、電子計算費の方では、５０９万８,０００

円減の３,４７３万５,０００円となっております。職員手当、給料が主なものでござい

ます。 

  それから、次のページへ参りまして、電子計算の関係の費用が載っておりまして、委

託料の方では９０７万６,０００円でございます。それから、使用料及び賃借料が６４

９万９,０００円となっております。 

  それから、次に支所及び出張所費の方でございます。１５０万５,０００円減の４,６

２０万７,０００円となっております。それで、給料が１,７２３万７,０００円となっ

てます。職員手当は１,１４０万５,０００円でございます。それから、共済費の方は３

８４万５,０００円、賃金の方は２４０万円、需用費が５８６万８,０００円、役務費が

１０９万１,０００円、委託料が４１３万６,０００円となっております。 

  次のページの３６ページをご覧いただきたいと思います。 

  公平委員会費は、７万５,０００円減の２２万２,０００円となっております。 
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  それから、総務管理費の方へ参りまして、自治振興費でございますが、５,０６７万

７,０００円の増の１億１,０４４万３,０００円となっております。 

  大きなものを申し上げますと、委託料でコミュニティバスの運行委託料が４,１００

万円でございます。それから、工事請負費の方で５,０００万、５,０１９万円となって

おりまして、吉見集会所の建設工事費で３,０２４万円、それから芝崎集会所建設工事

で１,９９５万円となっております。 

  次のページをご覧いただきたいと思います。３８ページでございます。 

  交通安全対策費の方でございますが、６１万５,０００円の増となっておりまして、

７３７万７,０００円となっております。主なものは、需用費で４４４万１,０００円で

ございます。 

  それから、次のページへ参りまして、３９ページでございますが、１４万１,０００

円減の１０４万６,０００円となっております。賠償保険料等でございます。 

  うちの総務課の関係では、４０ページの方で、木造住宅耐震診断委託料が８８万円、

防災行政無線の保守管理費で２４９万５,０００円、それから木造住宅の耐震改修補助

金、１９節、負担金補助及び交付金の方では３００万円の予算を上げております。５戸

分でございます。 

  続きまして、４４ページをご覧いただきたいと思います。 

  選挙管理委員会費でございますが、２９万円の減の２９万２,０００円となっており

ます。 

  それから、昨年度ありました県議会選挙とか町議会選挙、参議院選挙が減となる要因

になっております。 

  それから、次のページの４６ページでございますが、監査委員会費でございます。８,

０００円減の３０万２,０００円となっております。 

  以上、簡単ですが、総務課の関係の説明を終わらせていただきます。 

             （総務課長 岡 省三君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    企画管財課長、溝上君。 

             （企画管財課長 溝上孝和君 登壇） 

〇企画管財課長（溝上孝和君）    それでは、企画管財課から説明させていただきま

す。少しダブるところがございますが、２８ページをお願いいたします。 

  ２款、１項、１目の一般管理費です。一番下の１１節の需用費で、説明欄の消耗品費
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２６４万９,０００円のうち、一般事務費１０４万５,０００円と、コピー用紙として４

８万、計１５２万５,０００円が、本庁内で使用する消耗品費用であります。 

  次のページで、燃料費１９４万６,０００円のうち、庁舎の暖房用として重油約１９

キロリットル１２８万９,０００円は、本庁の暖房費用でございます。印刷製本費は、

業務に使用する印刷、コピー代と町の指定封筒２万５,０００枚を印刷予定でございま

す。光熱水費として本庁舎の電気代５５２万円と水道代で３６万円が必要としています。

修繕費３８万円のうち、庁舎備品の修繕取りかえで１８万円を計上しております。 

  １２節の役務費で、電話代として１５６万円と、本庁舎設備の浄化槽法定検査手数料、

５項目検査で６万３,０００円、並びに専用水道検査手数料１万円でございます。 

  １３節の委託料で、説明事項の一番上の浄化槽維持管理委託料から、中ほどのエレベ

ーター保守点検委託料と、下から二つ目のボイラー運転点検管理委託料は、この庁舎の

維持管理に関係する委託料であります。 

  めくっていただき、３０ページです。 

  １４節の使用料及び賃借料のうちテレビ聴取料、電話交換機リース料、清掃用具借上

料、並びに借地料もこの庁舎に関する費用であります。 

  なお、公民館は含まれておりません。 

  ３１ページになります。 

  ４目の財産管理費であります。１１節、需用費の消耗品費、燃料費は、草刈機の替え

刃等でございます。修繕料１００万円は、町有の建物すべての修理、修繕費であります。 

  １２節、役務費の保険料で自動車損害保険料３０５万円は、現在保有台数約１３０台

を計上しております。火災保険料は、町有建物で集会所、学校も含むすべてのものでご

ざいます。約３０６棟ぐらいです。 

  １４節、使用料及び賃借料で、借地料の主なものは、消防本部の隣地とか農耕センタ

ーや商工会の自動車の車庫部分、旧国吉小学校運動場などがございます。 

  次に、５目、企画費の主なものとして、めくっていただいた３３ページです。 

  ２２節、補償、補てん及び賠償金の１,０００万円は、紀美野町土地開発公社の損失

補てん金でございまして、町内の３団地について販売価格が市場の宅地販売価格に合わ

なくなりまして、土地鑑定士による評価を行い、新たな価格で販売を行っていきたいと

思っております。損失補てんをお願いするものでございます。 

  次に、３９ページをお願いします。 
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  １１目の諸費でございます。１２節の役務費で１０１万１,０００円の賠償保険料は、

公金総合保険でございまして、人体や対物、個人情報漏洩賠償等の対応費用でございま

す。 

  なお、イベント料は保険外でございます。 

  続きまして、４５ページをお願いします。 

  ５項、統計調査費、１目の説明は省略させていただきまして、次のページの４６ペー

ジをお願いします。 

  ２目の指定統計費の１節、報酬は、今年行われる４種目の統計で、それぞれ調査して

いただく調査員の報酬費用でございます。 

  以上、簡単ですが、よろしくお願いいたします。 

            （企画管財課長 溝上孝和君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    防災課長、三宅君。 

             （防災課長 三宅敏和君 登壇） 

○防災課長（三宅敏和君）    それでは、私の方から２款、総務費の１３目、防災諸

費の主な予算内容について説明させていただきます。 

  ３９ページをお開きいただきたいと思います。 

  本年度の全体予算は、前年度より４億８,７５８万４,０００円の減額予算となってお

ります。ご承知のとおり昨年度は、デジタル防災行政無線整備工事がありましたが、完

成いたしましたので、本年度は減額となっているものでございます。 

  それでは、主なものについて説明させていただきます。３９ページの１１節の需用費

の中の食糧費１４万１,０００円につきましては、非常時用備蓄食糧として、本年度は

４９０食分を購入するものでございます。 

  なお、現在の備蓄食糧は、平成１９年度末で１,６３０食でございます。そして、２

０年度末には１,９９０食となるものでございます。同じく、１１節の修繕料５０万５,

０００円のうち４０万円につきましては、各地区の防火水槽並びに消火栓維持補修分で

ございます。 

  続きまして、４０ページの１９節の負担金補助及び交付金でありますが、まず県防災

ヘリコプター運行連絡協議会への負担金が９８万９,０００円でございます。 

  次に、消火栓設置負担金６４０万円につきましては、昨年度より４４０万円増額とな

っております。これは、本年度に河北・志賀野簡易水道統合工事を行う計画であります
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が、この中で消火栓を整備するものでございます。 

  そして、国道３７０号の改修工事に伴う箇所を合わせまして、全体で１８カ所整備す

るものでございます。 

  次に、消防設備整備補助金６０万円につきましては、町内の自治会等が消防用の資機

材等の購入、及び修繕等に要する経費に対し、３分の１以内を町単独で補助する制度で

ありますが、本年度は１件の事業費６万円として３０カ所程度を予定してございます。 

  次に、自主防災訓練開催補助金３４万円につきましては、ご承知のとおり現在自主防

災組織として１６組織ございます。今年度はもう１組織立ち上がり、全体で１７組織と

なる予定でございます。そうなりますと、自主防災組織率が１００％となるものでござ

います。現在、それぞれの組織においていろいろな活動を行っていただいているもので

ございますが、中でも訓練や講習会等を開催する場合、補助金の額として、各種訓練等

に要した実費用と補助金限度額２万円の、いずれか低い額を、１会計年度１回、補助金

を交付するものでございます。 

  以上、よろしくご審議をいただきまして、原案どおりご可決賜りますようよろしくお

願い申し上げます。 

             （防災課長 三宅敏和君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    総務学事課長、森君。 

             （総務学事課長 森 勲君 登壇） 

○総務学事課長（森 勲君）    ４０ページをお開きください。 

  町史編纂費でございます。昨年より３５万７,０００円減の、３６８万円でございま

す。主なものは、４１ページ、７節、賃金の臨時雇用、それから８節、報償費の調査員

の報償費。それから１３節、委託料、執筆のための委託料の人件費が主なものでござい

ます。 

  以上、簡単ですが、ご可決賜りますようよろしくお願いいたします。 

            （総務学事課長 森  勲君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    税務課長、裏田君。 

             （税務課長 裏田安男君 登壇） 

○税務課長（裏田安男君）    ４１ページをお願いいたします。 

  下の方の総務費の税務総務費でございます。職員１３名の人件費と事務経費、及び関

係団体への負担金、経費等９,６９３万４,０００円を計上してございます。 
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  ４２ページをお願いいたします。 

  １９節の負担金補助及び交付金のうち、和歌山税回収機構の負担金につきましては、

１５３万１,０００円、その内訳といたしまして、基礎分担金が１０万円、それから処

理件数２０件分１３８万円、それから徴収実績といたしまして、今年から初めて徴収実

績による負担金５万１,０００円を計上してございます。 

  それから、賦課徴収費につきましては、職員手当、報償費につきましては納期前納報

奨金といたしまして８３２万円、役務費の口座振替手数料といたしまして３７万５,０

００円、それから委託料といたしまして、電算処理の委託料として７３０万８,０００

円、土地評価替え資料作成といたしまして１３６万５,０００円、その他使用料及び賃

借料等事務経費を計上してございます。 

  以上、簡単でございますけれども、説明とさせていただきます。どうぞよろしくお願

いいたします。 

             （税務課長 裏田安男君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    住民課主幹、南君。 

             （住民課主幹 南 秀秋君 登壇） 

〇住民課主幹（南 秀秋君）    それでは、４３ページをお願いいたします。 

  下段の部分になりますが、３項の戸籍住民基本台帳費、１目の戸籍住民基本台帳費で

ございますが、本年度２,２８６万６,０００円をお願いするものでございます。対前年

度比は４６６万１,０００円の減額となってございます。これにつきましては、職員の

配置替えに伴う給料費の減が主な原因でございます。 

  １枚おめくりいただいて、４４ページをお願いいたします。 

  同額分につきましては、裁判員制度に伴う住基システム改修委託料１０５万円と、臨

時雇用分の賃金１３３万７,０００円をお願いするものでございます。 

  主な節の予算は、２節の給料１,０４１万６,０００円、３節、職員手当等が６４０万

円、４節の共済費、２２５万円が主なものでございます。 

  以上、よろしくお願い申し上げます。 

             （住民課主幹 南 秀秋君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    次に、第３款から第４款について説明を願います。 

  保健福祉課長、井上君。 

            （保健福祉課長 井上 章君 登壇） 



－６０－ 

○保健福祉課長（井上 章君）    それでは、４７ページをお願いいたします。 

  保健福祉課の所管の部分を説明申し上げます。 

  第３款、民生費の１目の社会福祉総務費です。本年度１億２,６３８万４,０００円を

計上させていただいております。職員７名の人件費と、町社会福祉協議会、それから民

生児童委員協議会の補助金が主な経費でございます。 

  続いて、４９ページをお願いいたします。 

  同じく民生費、１項社会福祉費の３目の老人福祉費です。９,２７０万８,０００円で

ございます。職員５名の人件費を初め、敬老会の運営費用、それからやすらぎ園への負

担金、それから老人保護措置費が主なものでございます。 

  それから、５１ページをお願いいたします。 

  ４目の障害者福祉費、５０ページのちょっと上になるんですが、１億１,６２９万８,

０００円、本年度計上させていただいております。障害者福祉費では、障害程度認定審

査に要する経費、それから相談支援事業負担金、ひかり作業所の補助金、介護給付費と

地域生活支援事業費等の扶助費が主な経費でございます。 

  次に、５４ページをお願いいたします。 

  ９目の総合福祉センター管理運営費１,５５３万３,０００円でございます。総合福祉

センターの維持管理費でございます。 

  続いて、次のページの１０目、長谷毛原健康センター管理運営費、長谷毛原健康セン

ターの管理運営費の経費でございます。 

  続いて、５６ページをお願いいたします。 

  １３目の介護保険事業費、上の段にございます介護保険事業特別会計への繰出金でご

ざいます。１億８,６２７万３,０００円でございます。 

  それから、同じく３款、２項になります児童福祉費の１目の児童福祉総務費で、７７

５万１,０００円の計上でございます。これは、職員１名の人件費が主なものでござい

ます。 

  続いて、５７ページをの２目の児童手当費でございます。５,０６０万４,０００円で

ございます。これまあ小学校就学前までの児童手当の扶助費でございます。 

  それから、５９ページをお願いいたします。 

  ５９ページ、上段の方、２項、４目の母子福祉費で１２万２,０００円でございます。

これは母子寡婦福祉会の補助金が主なものでございます。 
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  それから、次の５目、保育所費２億１,９８９万５,０００円でございます。これにつ

いては、職員と臨時職員の人件費、それから園児１８６名の賄い材料費や保育所の管理

運営費、それに第２保育所に併設している子育て支援センターの運営経費が主なもので

ございます。 

  続いて、６２ページをお願いします。 

  ６２ページの中ほどにございます３項の１目、災害救助費でございます。９万１,０

００円です。これはまあ例年と同じ計上となっております。 

  続いて、４款の方に移らせていただきます。 

  ６３ページの衛生費、１項、保健衛生費、１目の保健衛生総務費で、３億２,２６８

万９,０００円の計上でございます。これにつきましては、職員４名の人件費と、海南

医師会と契約しております休日在宅当番医負担金、それに交付税で措置されております

野上厚生病院への負担金が主なものでございます。 

  次の、６４ページをお願いします。 

  ２目の予防費につきましては、各種予防接種に対する医師等への報償費と、１１節の

医薬材料費、それにインフルエンザ等の予防接種委託料が主な経費でございます。本年

度は１,３８８万１,０００円計上させていただいております。 

  次の６５ページ、保健衛生費、３目の母子衛生費では、５８３万９,０００円でござ

います。母子保健に関する各種健診や、研修事業等に要する経費が主なものでございま

す。 

  続いて、６７ページをお願いいたします。 

  ６７ページの中ほどに書いております５目の成人保健対策費でございます。１,５３

１万６,０００円でございます。これについては、町民の健康保持のために８節の医師

への報償費と１１節の需用費と、１３節の各種健診等の委託料が主な経費でございます。 

  以上、保健福祉課の所管の部分の説明とさせていただきます。どうかよろしくお願い

いたします。 

            （保健福祉課長 井上 章君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    住民課主幹、南君。 

             （住民課主幹 南 秀秋君 登壇） 

〇住民課主幹（南 秀秋君）    それでは、予算書の４８ページをお願いいたします。 

  １項、社会福祉費、２目、国民年金事務費について、ご説明申し上げます。 
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  ２目の国民年金事務費でございますが、本年度１,１３１万６,０００円をお願いする

ものでございます。対前年比７２０万８,０００円の増額でございます。これは、主に

人件費の増でございます。主な節予算は、２節の給料４５８万５,０００円、３節の職

員手当等３７８万３,０００円、それから４節の共済費１４７万５,０００円でございま

す。 

  少しおめくりいただきまして、５２ページをお願いいたします。 

  ５目の老人医療費でございますが、今年度３４万円をお願いするものでございます。

対前年比は２４万７,０００円の減額でございます。これは、主に支給対象者の減によ

りまして、２０節の扶助費が、対前年度比２３万４,０００円の減により３１万６,００

０円となったためでございます。 

  次の６目、重度心身障害者の医療費でございますが、本年度は１億１,３７５万４,０

００円をお願いいたします。対前年度比３７１万４,０００円の増額でございます。こ

れは、主に支給対象者の増によるものでございますが、２０節の扶助費でございます。

５３ページ、上段の２０節でございます。これは、対前年度比２２９万円の増加の１億

１,１８４万２,０００円となってございます。 

  続きまして、５３ページ７目、乳幼児等の医療費でございますが、本年度１,７２７

万２,０００円をお願いいたします。対前年度比１,２５８万２,０００円の減でござい

ます。これは、前年度におきまして支給対象者を小学校６年生まで拡充しましたが、見

込み額に達しなかったので、本年度減額見込みとさせていただいたことが主なもので、

２０節の扶助費でございますが、対前年度比１,２５９万１,０００円の減によりまして、

１,６６５万３,０００円となってございます。 

  次の８目、ひとり親家庭の医療費でございますが、本年度６９５万５,０００円でご

ざいまして、対前年度比１７万７,０００円の増で、扶助費の増と審査支払委託を国保

連合会に行ったことが主なものでございます。 

  主な予算、節予算は、５４ページの上段にお移りいただきまして、２０節の扶助費と

いうことで６７０万６,０００円でございます。 

  続きまして、５５ページをお願いいたします。 

  ５５ページ、下段の１１目でございます。国民健康保険事業費、本年度６,９２１万

２,０００円でございまして、対前年度比２,８１１万円の減額となっております。これ

は国民健康保険事業特別会計への繰出金でございます。 
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  次の１２目、老人保健事業費は、１,５２３万円でございまして、対前年度比１億８,

４６０万７,０００円の減となっております。これも老人保健事業特別会計への繰出金

でございますが、後期高齢者医療への移行に伴って生じた減が主なものでございます。 

  ５６ページをお願いいたします。 

  １４目、後期高齢者医療費は、後期高齢者医療の新設に伴い、老人保健から移行した

もので、本年度２億２,６６１万２,０００円を計上してございます。これにつきまして

は、和歌山県後期高齢者医療広域連合への負担金と、後期高齢者医療特別会計への繰出

金でございます。 

  また少しおめくりいただきまして、６６ページをお願いいたします。 

  ４目、環境衛生費でございますが、本年度９,４４７万４,０００円でございます。対

前年度比４０６万８,０００円の増額となってございます。主な節予算は、２節の給料

１,５８６万４,０００円、３節の職員手当１,１８２万９,０００円、４節の共済費が３

５５万２,０００円、１３節の委託料６６万円でございます。 

  次の６７ページをお願いいたします。 

  １９節の負担金補助及び交付金につきましては、１,３２２万７,０００円、内訳とい

たしまして五色台広域施設組合管理運営負担金１,１９０万１,０００円と、同じ五色台

の広域施設組合の建設負担金１１６万６,０００円、それから町の河川愛護会の補助金

１６万円でございます。 

  それから、２８節は、繰出金としまして４,９１７万３,０００円、これにつきまして

は、美里簡易水道事業並びに野上簡易水道事業特別会計への繰出金でございます。 

  次の６８ページをお願いいたします。 

  ６８ページの６目、公害対策費でございますが、本年度５９万６,０００円をお願い

してございます。対前年度６万７,０００円の減ということで、１２節の役務費、水質

検査の手数料が、その主なものでございます。 

  ７目の診療諸費につきましては、２,０５２万６,０００円ということで、対前年度５

４２万４,０００円の減額となっております。これは２８節の繰出金でございまして、

国民健康保険診療所事業特別会計への繰出金でございます。 

  次の４款、衛生費の２項、清掃費１目、清掃総務費でございますが、今年度１億２,

０３５万１,０００円でございまして、対前年度比１１５万９,０００円の増額でござい

ます。 
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  次の６９ページをお願いいたします。 

  主な節予算といたしまして、１９節の負担金補助及び交付金でございます。海南海草

環境衛生施設組合への負担金として１億１,９３６万１,０００円、それから大阪湾の広

域の廃棄物の埋立処理場建設工事負担金４５万５,０００円、家庭用の電気式生ごみ処

理機の補助４０万円が主なものとなってございます。 

  次の２目、塵芥処理費でございますが、本年度８,７１３万９,０００円となってござ

います。対前年度比８７４万９,０００円の減額となってございます。主なものといた

しまして、本年７月末において吉見地区との契約が切れますので、それ以後の処理につ

いては処理形態が変わるものとして、吉見地区に対するごみ処理場関係、補償費の減額

をさせていただいているものでございます。しかしながら、できれば町内で処理を行い

たく、現在吉見地区に、引き続き３年程度の延長をお願いに上がっている状況でござい

ます。 

  よって、主な節予算につきましては、７節の賃金でございますが、１,０２０万８,０

００円、１１節の需用費、この消耗品９１１万６,０００円の中に、ごみ袋の発注費が

入ってございます。それから、１２節の役務費につきましては４１５万１,０００円と

いうことで、申しわけございません。７０ページの方をお願いいたします。 

  一番上段でございますが、主なものは販売手数料、これが３７８万円でございます。

１３節の委託料につきましては、ごみの収集運搬、あるいは処理場の維持管理等の委託

金でございます。 

  以上、簡単でございますが、説明を終わらせていただきます。よろしくお願い申し上

げます。 

             （住民課主幹 南 秀秋君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    総務学事課長、森君。 

            （総務学事課長 森  勲君 登壇） 

〇総務学事課長（森  勲君）    私の方からは、青少年関係の予算をご説明させて

いただきます。５７ページをお願いいたします。 

  ２項、児童福祉費、３目、青少年対策費でございます。この項目は、青少年の非行防

止活動や育成活動、町民一斉清掃費に係る費用でございます。 

  県から派遣されておりました指導主事が、今年で引き上げということになります。そ

れで、１節の報酬に、青少年の指導員の賃金を１名置かせていただきました。 
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  それから、職員の人件費、２給料、３職員手当、共済費を１名増額させていただきま

して、７２０万９,０００円の増額で１,５５２万円をお願いするものでございます。 

  続きまして、６１ページをお願いいたします。 

  同じく２項の児童福祉費の児童館運営費でございます。この項目は、中央児童館初め

５館の児童館の運営費でございます。１節の報酬として、児童厚生委員３名、指導員５

名、館長５名の報酬４０７万円を置いております。それから、使用料７０万６,０００

円、負担金６６万４,０００円が主なものでございます。前年度より４５万１,０００円

減の、５８８万６,０００円をお願いするものでございます。 

  続きまして、その下にございます学童保育費をお願いいたします。７目です。今年か

ら下神野小学校の下神野学童保育所を予算上に計上させていただきました。野上小学校

と合わせまして、２学童保育所の運営をさせていただきます。その費用でございます。

賃金で、学童指導員３名を臨時雇用いたしまして、３４２万６,０００円を計上させて

いただいております。前年度より１２２万５,０００円増えまして、３５４万９,０００

円をお願いするものでございます。 

  以上、簡単でございますけれども、私からの説明とさせていただきます。 

            （総務学事課長 森  勲君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    建設課長、大竹君。 

             （建設課長 大竹康夫君 登壇） 

○建設課長（大竹康夫君）    ７１ページをお願いします。 

  衛生費、２項、清掃費の３目、し尿処理費でございます。本年度２,１０３万８,００

０円、これは合併浄化槽普及のための補助金でございまして、本年度５０基を見込んで

おります。 

  以上でございます。よろしくお願いします。 

             （建設課長 大竹康夫君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    次に、第５款から第６款について説明を願います。 

  産業課長、中部屋君。 

             （産業課長 中部屋惠司君 登壇） 

○産業課長（中部屋惠司君）    それでは説明いたします。７１ページをお願いしま

す。 

  ５款の農林水産業費、農業委員会費より説明をいたしたいと思います。農業委員会費
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につきましては、農業委員会、それから農業者年金に係る予算でございます。報酬につ

きましては、農業委員会会長１名、年間１５万円、それから委員は、年間１２万円の２

５名分でございます。 

  給料、職員手当、共済費等につきましては、農業委員会に携わる職員の人件費でござ

います。 

  旅費につきましては、委員の研修の費用でございます。 

  それから、７２ページをお願いします。 

  委託料で、２８万円のうち２４万８,０００円につきましては、県外研修時のバスの

運行委託費でございます。 

  それから、１９節、負担金補助及び交付金につきましては、農業委員会関係、農業者

年金協会の会費と団体に係る補助金でございます。 

  それから、同じページの農業総務費ですが、農業総務費は農業関係一般に係る通常の

経費でございます。主なものとしまして、７３ページの負担金補助及び交付金は、県関

係の協議会と、町内各種団体の補助金でございます。 

  それから、農業振興費でございます。農業振興費は、農産加工所、それから農家高齢

者創作館、雨山の郷中山間地域直接支払の交付金などに係る予算でございます。７節の

賃金につきましては、中山間地域直接支払交付金に係る現場の確認賃金でございます。 

  それから、７４ページ、需用費の中で、燃料費ですが、これは加工所、創作館に係る

ガス代が主なものでございます。あと、電気、水道料も同じでございます。 

  役務費につきましても、加工所、雨山の郷に係る浄化槽の清掃費に係る手数料が主な

ものでございます。 

  委託料は、研修のためのマイクロバス運行費と、それから加工所、雨山の郷の浄化槽

に関係する委託料でございます。 

  使用料及び賃借料で、借地料１３万７,０００円につきましては、津川の加工所の土

地の借り上げでございます。 

  それから、あとは負担金補助及び交付金、主なものとしまして、町農業振興事業補助

金４００万円は、町単独事業として実施しております果樹園などの園内道、イノシシの

防護さくなどに係る経費の一部補助金でございます。中山間地域直接支払交付金５,３

１６万９,０００円については、対象の集落が４８集落ございまして、これに係る、こ

の団地に交付する額でございます。 
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  それから、７５ページ、一番上になります農作物鳥獣害防止対策事業補助金８０万円

につきましては、県単独事業としてイノシシの対策としまして、電気さく等を設置して

おりますが、それに係る一部補助金でございます。 

  続きまして、７９ページをお願いします。 

  林業費でございます。林業総務費につきましては、林業事業に係る全般的な経費でご

ざいます。 

  １９節です。負担金補助及び交付金でございますが、８０ページをお願いします。 

  その中でですね、中頃にあります鳥獣害捕獲事業補助金につきましては、イノシシの

捕獲等に係る補助金でございます。 

  それから、森林整備地域活動支援交付金につきましては、森林の持っている機能を発

揮さすための軽微な作業について、専業計画を立てて、建てた団地を支援するための交

付金でございます。 

  農林商工まつり実行委員会へは８０万円、柿の市イベント委員会に対する補助金は５

０万円、それからまちづくり推進協議会に対しましては８０万円、きみの定住を支援す

る会補助金については４５万９,０００円となってございます。 

  それから、飛びまして８２ページをお願いします。 

  水産業費です。水産業振興費につきましては、貴志川漁協への補助金でございまして、

内訳は貴志川漁業協同組合の鮎の放流補助金に３３０万円、アマゴの放流補助金に５７

万６,０００円ということになってございます。 

  それから、６款、商工費でございます。商工費の中の１４節、使用料及び賃借料の借

地料１４万８,０００円につきましては、商工会管理事務所の借り上げでございます。 

  それから、１９節、負担金補助及び交付金につきましては商工会への補助金１,２２

０万７,０００円は、商工振興事業補助金の交付規則による対象事業でございます。 

  それから、シルバー人材センターへは４００万円の補助をお願いするものでございま

す。 

  それからもう一つ、紀美野町伝統工芸後継者育成支援事業補助金３０万円につきまし

ては、町の伝統工芸の振興を図るために、和歌山県知事指定の郷土伝統工芸品を製造す

る事業者の後継者育成に対しまして、月額２万５,０００円の補助を行うものでござい

ます。 

  それから、８３ページ、観光費でございます。その中で、需用費、印刷製本９７万１,
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０００円は、町観光リーフレット、それから「山の家おいし」のリーフレット増刷に係

る費用でございます。 

  電気料、水道料は生石山の動揺トイレと宮ノ前トイレに係る費用でございます。 

  役務費、広告料２１万６,０００円は、生石山など観光の広告料でございます。その

ほかはトイレの浄化槽の管理手数料であります。 

  １３節、委託料で、施設管理委託２４０万円は、「山の家おいし」の管理委託で、生

石山の大草原保存会へお願いするものであります。 

  公衆便所清掃委託１７万９,０００円は、旧美里管内にあります公衆便所の清掃を、

シルバー人材センターへ委託を考えてございます。 

  １９節、負担金補助及び交付金につきましては、観光関連各種団体への補助金でござ

います。 

  以上、どうぞよろしくお願いいたします。 

             （産業課長 中部屋惠司君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    建設課長、大竹君。 

             （建設課長 大竹康夫君 登壇） 

○建設課長（大竹康夫君）    それでは、７５ページをお願いします。 

  耕地総務費でございます。本年度５,４２０万９,０００円、主なものは４人の職員の

給料でございます。 

  それから、負担金補助及び交付金で、県営農免山畑地区の負担金２６８万８,０００

円、本年度は１,５００万円の事業をやっていただけることになっております。 

  それから、１ページめくっていただきまして、７６ページ、繰出金１,６５１万９,０

００円、これは農業集落排水事業特別会計への繰出金でございます。 

  続きまして、５目、農道整備事業費でございます。３,５５０万９,０００円、これは

職員２名の人件費と、あと委託料、１３節の委託料でございます。１００万１,０００

円、舗装のためのＣＢＲ試験、または終末排水路の排水計画の委託料でございます。 

  １５節、工事請負費２,９００万１,０００円、段子峯地区農道整備工事の工事請負で

ございます。 

  それから、６目、農業用施設維持費でございます。本年度１,１４０万でございます。

工事請負費として５００万円を見込んでおります。 

  原材料費として、生コン、Ｕ字溝、水路のＵ字溝等の原材料費５５０万円を見込んで
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おります。 

  負担金補助及び交付金として、３割補助を農道の開設者にするもので、９０万円を見

込んでおります。 

  それから、７８ページをお願いします。１枚めくっていただいて、７８ページ。 

  小規模土地改良事業費でございます。本年度１,５８１万１,０００円、１３節、委託

料、赤木寺原水路測量設計委託料、また宝湯水路測量設計委託料が２８０万円でござい

ます。 

  工事請負費として、福田湯水路改修工事５８８万２,０００円、赤木寺原水路改修工

事１６９万２,０００円、宝湯水路改修工事４９０万２,０００円計上させていただいて

おります。 

  それから、８０ページをお願いします。 

  林業維持費でございます。本年度５８９万９,０００円。 

  第７節、賃金、これは林業の草刈り、また維持等に係る作業員の賃金でございます。

２７７万２,０００円です。 

  それから、委託料２３万３,０００円、これは旧野上地区の林道の草刈り等の委託料

でございます。 

  それから、工事請負費として、林道維持補修及び林道毛原勝谷線路面補修工事１６０

万円でございます。 

  原材料費は５０万円で、主に生コン等でございます。 

  それから、林道整備事業費、当年度５,２１１万円でございます。職員１人の人件費

を見込んでおります。 

  次のページの８１ページ、委託料、この林道は、今年から本格的に林道として開設す

るものでございまして、林道毛原下滝ノ川線測量設計委託料、１,０６５メーター分、

６００万１,０００円の委託料でございます。 

  １５節の工事請負費でございます。４,０３０万１,０００円、同じく林道毛原下滝ノ

川線の開設工事で、本年度は１,０６５メーターのうち３４０メーターを見込んでおり

ます。 

  以上、よろしくお願いいたします。 

             （建設課長 大竹康夫君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    地籍調査課長、西山君。 
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            （地籍調査課長 西山修平君 登壇） 

○地籍調査課長（西山修平君）    予算書の７６ページ下段から７８ページにかけて

説明申し上げます。 

  地籍調査の進捗状況ですが、調査完了面積は８０.５１キロ平方メートル、進捗率６

２.９％となります。平成２０年度の地籍調査事業につきましては、南畑地区の西原、

中筋、上町の３地区、及び毛原宮地区の犬飼谷地区は、平成１９年度の現地調査に引き

続きまして、地籍図及び地籍簿の作成を行いたいと思っております。 

  また、箕六地区の西原、谷西、焼尾谷の３地区、及び三尾川地区の菖蒲、寺原、前畑、

後畑、それから長津呂の５地区につきましては、本年度に現地調査を実施してまいりた

いと考えております。 

  予算の概要でございますが、前年度当初予算と比較いたしまして、人件費で１４３万

３,０００円の増額、それから地籍測量業務とか、データ移行業務等の委託料では、３

８０万３,０００円の減額、地籍調査支援システム統合等により、使用料及び賃借料で

８７万１,０００円減額など、合わせて３６２万９,０００円を減額し、１億８１３万円

をお願いするものでございます。 

  なお、詳細につきましては、予算説明資料の６０、６１ページに掲載してございます。 

  原案どおりご可決賜りますようお願い申し上げまして、説明といたします。 

            （地籍調査課長 西山修平君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    次に、第７款から第８款について説明を願います。 

  建設課長、大竹君。 

             （建設課長 大竹康夫君 登壇） 

○建設課長（大竹康夫君）    それでは、８４ページをお願いします。 

  第７款、土木費、第１項、土木管理費、第１目、土木総務費でございます。本年度３,

１８８万４,０００円でございます。職員３名の人件費が主でございます。 

  それから、使用料及び賃借料で、借地料、３路線分の１７１万１,０００円、機器等

借上料１６０万４,０００円は、設計等組むための積算の機器でございます。 

  それから、負担金補助及び交付金１５３万７,０００円、主なものは県道路協会へ４

７万９,０００円と、国道３７０号海南紀美野間改修促進協議会への４０万円が主なも

のでございます。 

  それから、１ページめくっていただきまして、８６ページをお願いします。 
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  第２項、道路橋梁費、第１目、道路橋梁維持費でございます。本年度４,４０１万３,

０００円でございます。主なものは賃金でございまして、これは町道の、旧美里管内の

町道の草刈り及び維持修繕費のための賃金で、作業員の賃金でございます。 

  委託料につきましては、雑草刈取委託料、８路線８８万８,０００円、これは旧野上

地区の草刈り等の委託によるものでございます。 

  それから、町長の最初のあいさつの中にもありました架橋長寿命化修繕計画に伴う架

橋点検調査業務委託料２９７万８,０００円ですが、この事業は国土交通省の通達によ

り、この調査には本年より取り組むこととなりました。この事業の目的は、今後老朽化

する道路橋の増大に対応するたため、地方公共団体が長寿命化修繕計画を策定すること

により、従来の事務的な修繕及び架け替えから、予防的な修繕及び計画的な架け替えへ

と、円滑な政策転換を図るとともに、橋梁の長寿命化、並びに橋梁の修繕及び架け替え

に係る費用の縮減を図りつつ、地域の道路の安全性、診断性を確保するための事業であ

ります。 

  本町の橋梁は２９２橋あり、このうち１５メーター以上の橋梁は６９橋あります。平

成２０年度より平成２３年までに著しい劣化の有無などの調査を行い、うち２０メータ

ー以上の橋梁５８橋については、平成２５年までに長寿命化修繕計画の策定を行うこと

となっております。本年、１８橋の劣化の有無などを調査を行いたく、２９７万８,０

００円を計上させていただきました。 

  それから、工事請負費でございます。１５節、工事請負費、これは町道の維持修繕及

び舗装、生活関連工事でございます。 

  それから、原材料費については、町道維持管理補修のレミファルト、または冬場の塩

化カルシウム等、その他維持補修に必要な材料費でございます。 

  続きまして、第２目、道路橋梁新設改良費でございます。本年度５億３,８９４万３,

０００円でございます。このうち、４人の人件費を見込んでおります。 

  それから、主なものを説明させていただきます。委託料ですが、建物鑑定委託料とし

て松瀬福田線の建物の委託をお願いするものでございます。それから、町道松瀬福田線

の測量設定委託料が９８０万円、計１,１５０万１,０００円でございます。 

  それから、工事請負費で主なものだけを説明させていただきます。町道東福井牧場線

宮前工事で１,７００万円でございます。２０年度をもって宮前工区を完了したいと考

えております。 
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  それから、町道平中通り線改良工事、臨交金事業でございまして、２,８１０万１,０

００円。 

  それから町道動木志賀野線改良工事、動木地区でございます。辺地債でございます。

２,２００万円。これも、できれば本年度で完了できる見込みとなっております。 

  それから、町道動木志賀野線改良工事、釜滝地区でございます。２,５００万円でご

ざいます。 

  それから、町道谷線改良工事、これは道整備事業でございまして、１億５,３４０万

１,０００円でございます。 

  １枚めくっていただきまして、上から四つ目、町道谷線谷口橋整備工事、これは道整

備事業でございます。４,５２５万１,０００円、本年度は上部工を架け完了したいと思

っております。 

  それから、その下の方に、また町道谷線改良工事、県費補助事業がございます。１,

６５０万１,０００円でございます。 

  それから、柴目七山バイパス線改良工事、辺地でございます。これは今年からの工事

でございまして、２,０００万円でございます。 

  それから、１７節の公有財産購入費でございます。町道谷線の用地買収については、

８４０万１,０００円、柴目七山バイパス線については２１万円、町道福田松瀬線につ

いては８２０万１,０００円、計１,６８１万２,０００円を見込んでおります。 

  それから、負担金補助及び交付金でございます。これは県へ対する負担金及び交付金

で、国道改良整備負担金４８万円、半島振興道路整備負担金、これは小畑地区のバイパ

ス工事の負担金でございます。それから、県道小規模道路改良事業負担金１,５００万

円でございます。計４,６４８万円でございます。 

  それから、２２節、補償補てん及び賠償金でございます。町道谷線で立木及び建物２,

８９０万１,０００円、町道谷口橋で２５０万１,０００円でございます。それから、町

道松瀬福田線で２,８００万１,０００円を見込んでおります。この町道狼谷線谷口橋に

ついては、水道のつけ替え工事を見込んでおります。 

  次に、８９ページ、４項、公園費、１目公園費でございます。本年度４９万５,００

０円を見込んでおります。 

  １ページめくっていただきまして、９０ページをお願いします。 

  役務費で浄化槽法定検査手数料及び浄化槽清掃手数料等でございまして、２５万１,
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０００円、それから委託料でくすのき公園トイレ清掃管理委託料として５万５,０００

円、雑草等刈取委託料、これはシルバー人材センターにお願いしております。計９万５,

０００円でございます。 

  次に、５項、建設残土処理費でございます。１目、建設残土処理費でございます。こ

れについて、本年度は３,８１２万４,０００円を見込んでおります。 

  委託料におきましては、建設残土処理場の敷きならし委託料８００万円、これは処理

場の構内の土を敷きならし、転圧していくものでございます。それから、建設残土処理

場の管理委託料は、これははかり等の管理、また来た車の重量をはかっていただく、主

に人件費でございまして、シルバー人材センターへ委託したいと考えております。 

  それから、工事請負費で、建設残土を入れていくためには暗渠排水溝も必要です。そ

の他いろいろな工事がございます。それは必要に応じて、収入に見合いながらやってい

きたいと思っております。本年は、一応暗渠工事ということで２,５００万円計上させ

ていただいております。 

  以上、よろしくお願い申し上げます。 

             （建設課長 大竹康夫君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    企画管財課長、溝上君。 

             （企画管財課長 溝上孝和君 登壇） 

〇企画管財課長（溝上孝和君）    それでは、８９ページをお願いします。 

  住宅費でございます。１目の住宅管理費でございます。７９２万の主なものだけを説

明させていただきます。 

  １１節の需用費で、修繕料で２００万計上しておりますが、これは建設年度が古くな

ってきておりますので、住宅備品のドアとか建具とか、壁とか、あるいは雨漏り等の故

障や壊れたりしたときの修理、修繕費用でございます。 

  それから、１４節の委託料及び賃借料でございます。賃借料が５７０万８,０００円

計上しておりますが、これは、主に旧野上地区の中で住宅を建てております借地料とし

て５４０万８,０００円、それから神野市場の神原地区の住宅で３０万円の計上です。

合計５７０万８,０００円です。 

  以上、簡単ですが、よろしくお願いいたします。 

             （企画管財課長 溝上孝和君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    消防長、七良浴君。 
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             （消防長 七良浴 光君 登壇） 

〇消防長（七良浴 光君）    ９１ページをお願いします。 

  ８款、消防費、１項、消防費、１目、常備消防費、本年度予算額２億8,２０６万６,

０００円、前年に比べまして３９８万３,０００円の減でございます。 

  主なものは、職員３３名の人件費と、それから消防用の備品購入費、９３ページの１

８節、備品購入費４５８万６,０００円、それから同じく１９節、負担金補助及び交付

金の１７２万７,０００円でございます。備品購入費の４５８万６,０００円の中には、

本年新規採用者の作業服、制服等々が含まれております。また、１９節の負担金補助及

び交付金の中には、本然新採用１名の県消防学校入校に伴う負担金が含まれております。 

  ９４ページをお願いします。 

  ２目、非常備消防費、本年度予算額５,９６３万２,０００円、前年度に比べまして１,

２０７万円の増額となります。主なものは、消防団員５８６名の報酬１,２０６万３,０

００円を初めとした費用と、あと町長の方から報告のありました消防団員の新基準の活

動服の購入費が１,０２５万５,０００円という、９５ページの１８節、備品購入費の１,

１６６万３,０００円、こういうものが主なものでございます。 

  次に、９５ページの３目、水防費４０万円、前年に比べまして３０万円の増額でござ

います。主な増額の要因は、１８節、備品購入費の３２万円、これにつきましては町内

の各消防分団庫に水防資材としてスコップ２丁、それからじょれん２丁を配備する予定

としております。 

  以上で、簡単でございますが、説明とさせていただきます。よろしくお願いします。 

             （消防長 七良浴 光君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    暫時休憩いたします。再開は２時４０分からお願いします。 

 休 憩 

              （午後 ２時２５分） 

            ――――――――――――――――― 

 再 開 

○議長（美野勝男君）    休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

              （午後 ２時４０分） 

  次に、第９款から最後まで説明を願います。 

  総務学事課長、森君。 
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            （総務学事課長 森  勲君 登壇） 

〇総務学事課長（森  勲君）    第９款、教育費でございます。９６ページをご覧

いただきたいと思います。 

  １目の教育委員会は、１８万１,０００円減の１２１万円でございます。教育委員４

名の報酬が主なものでございます。 

  続いて、２目の事務局費でございます。ここは総務学事課の、学校総務関係の事務局

の職員の費用が主なものでございます。３４９万４,０００円減の９,７８１万４,００

０円でございます。特別職１名、指導主事１名を含む一般職１０名の人件費が主なもの

でございます。 

  続いて、９７ページ、教育諸費でございます。ここの費用といたしましては、児童、

生徒の健康医療費、スクールバスの運行費、外国人指導助手の費用、小中学校共通部分

の運営費、負担金、モデル事業の補助金、学校研究会への補助金、特別支援教育の補助、

休校している学校の管理費用が主なものでございまして、３１９万４,０００円増の４,

１２０万６,０００円をお願いするものでございます。 

  １節の報酬は、障害児就学指導委員の費用、それから外国人指導助手の報酬が主なも

のでございます。 

  続きまして、８節の報償費、これは脊柱側わん症の医師報償費と、学校教育の支援員、

昨年度からお願いしております、予算につきましては、当初予算には今年初めて置かせ

ていただきました学校教育支援員４名の費用２７２万７,０００円が主なものでござい

ます。 

  それから、１３節の委託料、１,５５９万４,０００円のうち、スクールバス運行委託

料１,１２８万円が主なものでございます。 

  それから、１９節、負担金補助及び交付金、海南海草地方等各種団体への補助金、生

徒の就学旅行費用などの補助金が主なもので、４１３万６,０００円でございます。 

  続きまして、１０１ページをご覧いただきたいと思います。 

  ２項の小学校費でございます。１目の学校管理費で１,５５３万９,０００円減の５,

１９５万９,０００円をお願いするものでございます。志賀野小学校が休校となりまし

て、５校から４校に管理費が減ってございます。児童生徒数は、昨年が４６８人、今年

は４７６人で、８人の増でございます。 

  主なものといたしまして、職員５名の給料、それから各学校の運営費が主なものでご
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ざいます。 

  １０３ページをお願いします。 

  １８節の備品購入費は、下神野小学校の放送機器、扇風機の購入が主なものでござい

ます。 

  続きまして、１０３ページ、同じく教育振興費でございます。この教育振興費は４２

０万５,０００円減の７８３万３,０００円でございます。 

  主なものといたしまして１８節、備品購入費の４９２万２,０００円でございます。

これは教材用備品が主なものでございます。 

  それから、２０節、扶助費です。要保護及び準要保護児童生徒への就学援助費２３３

万４,０００円でございます。 

  続きまして、同じく１０３ページ、中学校費でございます。 

  １目、学校管理費でございます。中学校は３校で、生徒数が昨年の２７１人から、今

年は１３人減って２５８人になってございます。予算は３,１０３万円の減で、４,２３

０万５,０００円をお願いするものでございます。 

  主なものといたしまして、人件費が１名、職員が１名減となりまして、賃金、７節の

賃金、校務員３人で１５９万３,０００円と、給食調理員１名で１６７万１,０００円で、

３７０万４,０００円をお願いしております。 

  次、１０４ページをお願いいたします。 

  １３節、委託料、長谷毛原中学校の耐震補強工事設計及び監理の委託が、設計で９５

万６,０００円、監理で５１万５,０００円をお願いするものでございます。 

  また、１５節、同じく長谷毛原中学校の耐震補強工事２,１００万円、それから美里

中学校のクーラー設置工事１２０万円と、工事請負費２,２２０万円お願いするもので

ございます。それが主なものでございます。 

  続きまして、１０５ページ、教育振興費でございます。去年より６３万１,０００円

増の６９８万２,０００円をお願いするものでございます。 

  主なものといたしまして、１８節、備品購入費で教材用備品、それから理科用備品を

購入します。３６３万２,０００円が主なものでございます。 

  それから、１９節、負担金補助及び交付金で１４０万２,０００円、特にクラブ助成

及び生徒派遣補助金１１８万円が主なものでございます。 

  それから、２０節の扶助費、要保護及び準要保護児童生徒就学援助費８１万２,００
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０円でございます。 

  続きまして、１０９ページをお願いします。 

  ４項、社会教育費の５目、文化財保護費でございます。昨年より１２万円減の１３万

２,０００円をお願いするものでございます。これは、非常勤職員文化財保護審議会委

員の報酬、それから補助金、梅中傘踊りと文化財防火対策の補助金が主なものでござい

ます。 

  続きまして、１１７ページをお願いします。 

  第５項、保健体育費の体育施設管理運営費、２目の体育施設管理運営費、１３節、委

託料の一番下段にございます若者広場リニューアル工事監理委託料で、昨年に引き続き

まして、今度はグラウンド及び体育館下の道路の整備を行います。これの工事監理委託

料３００万円。 

  それから、１５節の工事請負費、若者広場リニューアル工事２億円が主なものでござ

います。 

  私の方からは以上、簡単ですが、説明にかえさせていただきます。ご審議いただきま

してご可決賜りますようお願いいたします。 

            （総務学事課長 森  勲君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    生涯学習課長、新家君。 

            （生涯学習課長 新家貞一君 登壇） 

〇生涯学習課長（新家貞一君）    生涯学習課の当初予算について説明をさせていた

だきます。 

  私は、９款、教育費、４項、社会教育費及び５項の保健体育費ということで、予算書

の１０５ページをお願いします。 

  初めに、４項、社会教育費の１目、社会教育総務費でございますが、３,８７１万２,

０００円でございます。これは非常勤職員である社会教育委員、及び社会教育指導員の

報酬、それから一般職員の人件費が主なものでございます。 

  次に、１０６ページをお願いします。 

  ２目、生涯学習振興費でございますが、４４４万４,０００円でございます。これは、

生涯学習振興のための各種教室、講座、それから高齢者学級等の講師の謝礼及び町民大

学講座、文化祭等の開催補助金、それから地域学習グループの補助金が主なものでござ

います。 
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  次の１０７ページをお願いします。 

  ３目、公民館費でございますが、１,６４６万５,０００円をお願いします。これは、

中央公民館、それから小川公民館、志賀野公民館の３館の管理運営費で、非常勤職員の

公民館主事等の報酬、施設の維持管理費、及び花いっぱい運動の補助金が主なものでご

ざいます。 

  次の１０８ページをお願いします。 

  ４目の人権教育費でございますが、１,０２９万８,０００円でございます。これは、

人権教育の推進及び啓発のための職員の人件費、及び人権委員会への啓発事業委託料が

主なものでございます。 

  次の１０９ページをお願いします。 

  ６目、新子どもプラン事業費でございますが、これはふれあいルームと通学合宿の事

業費でございます。１０７万５,０００円でございます。これは、子供たちが２カ所の

公共施設において合宿しながら学校へ通う通学合宿費と、ふれあいルームの事業費でご

ざいます。 

  次の、７目、みさと天文台管理運営費でございますが、２,８７３万１,０００円をお

願いするものでございます。これは、３名の職員等の人件費、それから天文教室、イベ

ント等の謝礼及び施設の維持管理費が主なものでございます。 

  次に、１１１ページをお願いします。 

  ８目、セミナーハウス未来塾管理運営費でございますが、７２６万８,０００円でご

ざいます。これは、職員の賃金及び施設の維持管理が主なものでございますが、平成２

０年度につきましては、この３月１５日から今年１０月１５日までを期間の営業といた

します。以上の予算で、減額３２３万５,０００円の予算となってございます。 

  次に、１１２ページをお願いします。 

  ９目、文化センター管理費でございますが、１,８１３万７,０００円でございます。

これは、臨時職員等の人件費、文化振興事業委託料及び施設の維持管理費が主なもので

ございます。 

  次に、１１４ページをお願いします。 

  １０目、真国区民センターの管理運営費でございますが、１２６万４,０００円でご

ざいます。これは、臨時職員の賃金及び施設の維持管理費が主なものでございます。 

  次の１１目、自然体験世代交流センター管理運営費でございますが、３７８万５,０
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００円でございます。これは、臨時職員の賃金、それから各種教室、講座等の講師謝礼、

及び施設の管理費が主なものでございます。 

  続きまして、１１５ページをお願いします。 

  ５項、保健体育費の１目、保健体育総務費でございますが、１,６１０万１,０００円

でございます。これは、非常勤職員である体育指導委員の報酬及び一般職員の人件費、

並びに各種大会補助金等が主なものでございます。 

  次、めくっていただきまして、１１６ページをお願いします。 

  ２目、体育施設管理運営費でございますが、２億２,１０２万２,０００円でございま

す。これは、農村センターの臨時職員等の賃金、それから総合運動場、武道館、勤労者

体育センター、農村総合センター等の施設の維持管理が主なものでございます。それ以

外に、委託料と工事費につきましては、若者広場の工事関係が主なものでございます。 

  以上、非常に簡単ではございますが、９款、教育費の４項、社会教育費及び保健体育

費についての説明を終わらせていただきます。 

  以上、よろしくお願いいたします。 

            （生涯学習課長 新家貞一君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    建設課長、大竹君。 

             （建設課長 大竹康夫君 登壇） 

○建設課長（大竹康夫君）    １１８ページをお願いします。 

  １０款、災害復旧費、１項、公共土木施設災害復旧費、１目、道路橋梁災害復旧費、

本年度予算１２万円、この科目については、いつ起こるかわからない災害に備えての科

目設定でございます。需用費で２万円、工事請負費で１０万円でございます。 

  それから、２項、農林水産業施設災害復旧費、１目、農地農業用施設災害復旧費１２

万円、これも同じく科目設定のみでございます。 

  それから、林業施設災害復旧費１２万円、これも同じく科目設定でございますので、

よろしくお願いします。 

             （建設課長 大竹康夫君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    総務課長、岡君。 

             （総務課長 岡 省三君 登壇） 

○総務課長（岡 省三君）    それでは、１１９ページをご覧いただきたいと思いま

す。 
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  公債費でございます。元金の方でございますけども、４３０万８,０００円増の１４

億６,９２７万３,０００円となっております。 

  それで、内訳の方ですが、これは償還金利子及び割引料でございまして、長期債の元

金の償還分でございます。この中には、今年度繰上償還をしたいと考えておる費用が載

っております。その内容は、旧資金運用資金で借った２４２万２,０００円と、それか

ら旧簡易生命保険資金の方で、１億２４０万９,０００円の繰上償還を行いたいと考え

ております。 

  それから、利子の方でございますが、２１３万８,０００円減の、２億４,６６６万１,

０００円でございます。これは、長期債の利息及び一時借入金の利子でございます。 

  公債諸費としまして、これは７万８,０００円でございますが、地方債事務取扱手数

料ということでございます。 

  続きまして、諸支出金でございますが、基金費でございます。これは、ずっと全体に

全部利子等の基金への繰り入れでございまして、財政調整基金では１７１万１,０００

円、それから減債基金の方では４,０００円、ふるさと創生基金では１万２,０００円、

それから土地開発基金では２０万３,０００円、それから河川浄化推進事業基金では３

１万２,０００円、それから美里温泉かじか荘基金では３万４,０００円。 

  続きまして、次のページを見ていただきたいと思います。 

  水産業振興基金では２万４,０００円、それから上芝貞雄文化・教育振興基金では１

９万３,０００円、それから地域振興基金では２万８,０００円となっております。 

  それから、予備費としましては１,０００万円となっております。これはまあ前年度

と変わらずでございます。 

  それから、続きましてちょっと前の方へ戻っていただきたいと思います。７ページを

ご覧いただきたいと思います。 

  第２表の債務負担行為でございます。事項としましては、紀美野町土地開発公社が借

り入れる事業資金の債務補償でございます。期間は、平成２０年度から平成２４年度ま

ででございます。それで、限度額ですが、公共用地取得事業資金で５億円でございます。

これに対する約定利息並びに遅延利息の合計額となっております。 

  それから、紀美野町土地開発公社に対する損失補てんでございます。平成２０年度か

ら完売の年度までとなっております。分譲価格を割って、新価格で販売することにより

発生する損失補てんの合計額でございます。 
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  それから、続きまして、第３表の地方債でございます。起債の目的、それから限度額、

起債の方法、利率、償還の方法となっております。 

  随時読ませていただきますと、農業施設整備事業の方では２４０万円、それから一般

単独事業債では２億８,９５０万円、この内訳は総務管理施設整備事業、それから児童

福祉施設整備事業、農業施設整備事業、道路橋梁整備事業、保健体育施設整備事業とな

っております。 

  それから、辺地対策事業債では、２億３,０８０万円でございます。農業施設整備事

業と、それから道路橋梁整備事業。 

  次には、過疎対策事業債でございますが、２億１,０５０万円となっておりまして、

それから総務管理施設整備事業とか、農業施設整備事業、道路橋梁整備事業でございま

す。 

  それから、臨時財政対策債では、２億１,７００万円となっております。 

  それで、起債の方法は、普通貸借または証券発行によるものでございます。 

  利息は、３.５％以内ということで、ただし利率見直し方式で借り入れる政府資金及

び地方公共公営企業等金融機構資金について利率の見直しを行った後においては、当該

見直し後の利率とするものでございます。 

  償還の方法は、政府資金については、その融資条件により、銀行その他の場合には、

その債権者と協定をするものによるものです。ただし、財政の都合により、据置期間及

び償還期限を短縮し、または繰上償還もしくは低利に借り換えをすることができるとし

たいものでございます。 

  以上、ご審議を賜りまして、ご可決をよろしくお願いいたしたいと思います。 

  これで、説明とさせていただきます。 

             （総務課長 岡 省三君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    以上で説明が終わりましたが、説明漏れ等ございませんか。 

               （「なし」の声あり） 

◎日程第３０ 議案第２７号 平成２０年度紀美野町国民健康保険事業特別会計予算につ 

              いてから 

◎日程第３３ 議案第３０号 平成２０年度紀美野町後期高齢者医療特別会計予算につい 

              てまで一括上程 

○議長（美野勝男君）    日程第３０、議案第２７号、平成２０年度紀美野町国民健
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康保険事業特別会計予算について、日程第３１、議案第２８号、平成２０年度紀美野町

国民健康保険診療所事業特別会計予算について、日程第３２、議案第２９号、平成２０

年度紀美野町老人保健事業特別会計予算について、及び日程第３３、議案第３０号、平

成２０年度紀美野町後期高齢者医療特別会計予算について、一括議題とします。 

  説明を願います。 

  住民課主幹、南君。 

             （住民課主幹 南 秀秋君 登壇） 

〇住民課主幹（南 秀秋君）    それでは、予算書の１２７ページをお願いいたしま

す。 

  議案第２７号 平成２０年度紀美野町国民健康保険事業特別会計予算 

  平成２０年度紀美野町の国民健康保険事業特別会計の予算は、次に定めるところによ

る。 

 （歳入歳出予算） 

   第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１４億５,４８７万６,０００円

と定める。 

    ２  歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳

出予算」による。 

 （歳出予算の流用） 

   第２条 地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により、歳出予算の各項の経

費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

      （１）保険給付費の各項に計上された予算額に過不足を生じた場合における

同一款内でこれらの経費の各項の間の流用 

平成２０年３月１１日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  １３４ページをお願いいたします。 

  ２の歳入でございます。１款、国民健康保険税の１目、一般被保険者国民健康保険税

は、今年度２億２,４０９万８,０００円、対前年度比３,６２９万９,０００円の増でご

ざいます。 

  ２目の退職被保険者等国民健康保険税は２,２４５万２,０００円で、対前年度比４,

７９８万円の減額を見込んでございます。 

  次の１３５ページをお願いいたします。 
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  ３款、国庫支出金、１項、国庫負担金、１目の療養給付費等負担金につきましては、

２億８６万４,０００円を計上してございます。対前年度比１億２,０２０万円の減、こ

れは、現年度分の減でございます。 

  続きまして、２目でございますが、高額医療費共同事業負担金１,１９９万２,０００

円、対前年度比４４５万８,０００円の増額を見込んでございます。 

  ３目といたしまして、本年度より特定健康診査等負担金が設定され、１０５万７,０

００円となっております。 

  次の３款、国庫支出金、２項、国庫補助金、１目、財政調整交付金につきましては、

１億４,４７８万５,０００円、対前年度比６５８万８,０００円の減額を見込んでござ

います。 

  次の１３６ページをお願いいたします。 

  ４款、療養給付費等交付金につきましては、１目、療養給付費等交付金で９,５２０

万２,０００円、対前年度比１億７,１３９万２,０００円の減額となってございます。

これにつきましては、６５歳以上の被保険者が、制度の改正により退職から一般保険者

に移行するために生じた減でございます。 

  ５款といたしまして、本年度より前期高齢者交付金３億９,６９７万２,０００円を計

上させていただいております。これにつきましては、６５歳から７４歳の医療に関する

財政支援のための交付金でございます。 

  ６款、県支出金でございますが、１目、高額医療費共同事業負担金につきましては、

１,１９９万２,０００円、対前年度比４４５万８,０００円の増額でございます。 

  ２目といたしまして、本年度より特定健康診査等負担金１０５万７,０００円を計上

させていただいております。 

  同じく６款、県支出金、２項、県補助金、１目、県補助金につきましては、５,０１

８万２,０００円、対前年比２,０２３万２,０００円の減額でございます。 

  １３７ページをお願いいたします。 

  ７款、共同事業交付金につきましては、１目、共同事業交付金、今年度１億８,５２

７万５,０００円を計上してございます。対前年度比で言いますと、７２万５,０００円

の減額になってございます。 

  下段の第１０款の繰入金でございますが、１目、一般会計繰入金につきましては６,

９２１万２,０００円、対前年度比２,８１１万円の減額でございます。 
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  ２目の財政調整基金繰入金につきましては、２,８５１万１,０００円を計上してござ

います。対前年度５,１４８万９,０００円の減でございます。 

  １３８ページをお願いいたします。 

  １１款の繰越金につきましては、１目、繰越金で１,０００万円を見込んでございま

す。 

  次の、１３９ページをお願いいたします。 

  ３の歳出でございます。１款、総務費の１項、総務管理費、１目、一般管理費につき

ましては、６１０万７,０００円でございます。対前年度比１,４９０万５,０００円の

減額となってございます。これは主に、中ほどの１３節、委託料でございますが、昨年

度は後期高齢者医療制度対応システムの改修委託料が計上されていたためでございます。 

  ２項、徴税費の１目、賦課徴収費でございますが、本年度１８８万５,０００円、対

前年度比４６万８,０００円、これは昨年度２３節の償還金利子及び割引料７０万円が

計上されていたためです。 

  １４０ページをお願いいたします。 

  ２款の保険給付費、１項、一般被保険者分の１目の療養給付費につきましては、７億

２,５００万円、対前年度比１億４,７８０万円の増、それから２目の療養費につきまし

ても１,９５０万円、対前年度比６００万円の増となってございます。これにつきまし

ても、今まで退職被保険者に属していた被保険者が、制度の改正により一般被保険者に

移行したために生じた減でございます。 

  １４１ページをお願いいたします。 

  同じく２款、保険給付費の２項、退職被保険者の１目、療養給付費でございますが、

９,１００万円、対前年１億８,５４４万４,０００円の減、２目の療養費につきまして

は２００万円、対前年３９５万２,０００円の減となっておりますが、これはともに、

今まで退職被保険者に属していた被保険者が、制度の改正によりまして一般被保険者に

移行したために生じた減でございます。 

  次の３項、審査支払手数料の１目、審査支払手数料につきましては、２３３万７,０

００円。 

  ４項の高額療養費、１目、一般被保険者高額療養費につきましては、７,７５０万円

ということで、対前年比１,５８２万円の増でございます。 

  それから、２目の退職被保険者高額療養費につきましては、１,２５０万円というこ
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とで、７９４万８,０００円の減額となってございます。 

  １４２ページをお願いいたします。 

  ６項、出産育児諸費の１目、出産育児一時金でございますが、５２５万円ということ

で、前年と同額を見込んでございます。 

  続きまして、７項の葬祭費の１目、葬祭費につきましては、８０万円を計上してござ

います。対前年比２２０万円の減となっておりますが、これは老人保健分が後期高齢者

医療に移行したためでございます。 

  次の３款に入ります前に、２目のタイトルが違っておりますので、１項、後期高齢者

支援金等、２目の「前期高齢者関係事務費拠出金」となっておりますのを、「後期高齢

者関係事務費拠出金」に訂正をお願い申し上げます。 

  それでは、３款、１項、１目、後期高齢者支援金並びに２目、後期高齢者関係事務費

拠出金については、新たに設けられたものでございます。合計１億５,１９９万８,００

０円をお願いするものでございます。 

  続きまして、１４３ページをお願いいたします。 

  ４款、１項、１目、前期高齢者納付金並びに２目、前期高齢者関係事務費拠出金につ

きましても新たに設けられ、合計３７万２,０００円をお願いするものでございます。 

  ５款の老人保健拠出金でございますが、１目の老人保健医療費の拠出金につきまして

は２,８２１万８,０００円、対前年比２億３,７４３万５,０００円の減でございます。 

  ２目の老人保健事務費拠出金につきましては、３８万２,０００円ということで、こ

れも同じく４０７万９,０００円の減額でございます。この５款、１目、２目とも老人

保健が後期高齢者医療に移行したために減額となったものでございます。 

  １４４ページをお願いいたします。 

  ６款、介護納付金につきましては、１目、介護納付金、今年度６,６０７万６,０００

円ということで、対前年比１,１９２万７,０００円の減額となっております。 

  次の７款、共同事業拠出金、１目、高額医療費拠出金につきましては、４,７９７万

２,０００円ということで、対前年比１,７８３万３,０００円の増でございます。 

  ３目、保険財政の共同安定化事業拠出金１億６,１２９万１,０００円ということで、

これも２,６０１万９,０００円の増額となってございます。 

  ８款の保健事業費の１項、特定健康診査等事業費、１目の特定健康診査等事業費につ

きましては、本年度新設されたものでございます。特定健診実施に伴うもので、１,０
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４１万１,０００円をお願いするものでございます。 

  １４５ページをお願いいたします。 

  ２項、保健事業費、１目、疾病予防費につきましては、本年度８４４万８,０００円、

対前年２６１万１,０００円の減でございます。主なものといたしましては、１３節、

委託料７３５万５,０００円、そのうち人間ドックの委託料が、一番下段になりますが、

特定健診の実施に伴い１０６万６,０００円増加の５８４万５,０００円となっておりま

す。 

  １４６ページをお願いいたします。 

  中ほどの９款、諸支出金の１目、保険税の還付金につきましては、５０万円でござい

ます。それから、同款の２項、繰出金、１目の繰出金につきましては８２０万円を計上

してございます。これは、右の説明欄にございますが、厚生病院と診療所への繰出金で

ございます。 

  １４７ページをお願いいたします。 

  諸支出金の３項の基金費でございますが、財政調整の基金費につきましては、本年度

６００万円ということで、対前年比８２３万２,０００円の減でございます。 

  それから、最後になりますが、１０款の予備費でございます。１目、予備費で２,１

００万円を計上してございます。 

  以上が、平成２０年度の紀美野町国民健康保険事業特別会計予算の説明でございます。 

  引き続きまして、１４９ページをお願いします。 

  議案第２８号 平成２０年度紀美野町国民健康保険診療所事業特別会計予算 

  平成２０年度紀美野町の国民健康保険診療所事業特別会計の予算は、次に定めるとこ

ろによる。 

 （歳入歳出予算） 

   第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１億１,７２７万８,０００円と

定める。 

    ２  歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳

出予算」による。 

平成２０年３月１１日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  １５４ページをお願いします。 

  ２の歳入でございます。一款、診療収入につきましては、１目、外来収入８,９８９



－８７－ 

万８,０００円をお願いするものでございます。対前年比８万９,０００円の減でござい

ます。 

  次の２款、使用料手数料につきましては、１目、文書料といたしまして５０万４,０

００円を計上しております。 

  ３款、繰入金につきましては、１目、一般会計繰入金２,０５２万６,０００円、対前

年度比５４２万４,０００円の減でございます。 

  ２目、国民健康保険事業の特別会計繰入金につきましては、６００万円を計上してご

ざいます。前年度と同額でございます。 

  １枚おめくりいただきまして、１５６ページをお願いいたします。 

  ３の歳出でございます。１款、総務費の１項、施設管理費、１目、一般管理費につき

ましては、６,３７６万７,０００円を計上してございます。前年度と比較しますと、１

６７万４,０００円の増額でございます。これは、主に人件費の増額でございます。 

  その主な節予算といたしまして、２節の給料２,５７５万２,０００円、３節の職員手

当等２,３１７万３,０００円、４節の共済費５６４万８,０００円。 

  それから、１５７ページ、１３節の委託料でございますが、４４６万４,０００円、

このうちの下段から三つ目にございます医師派遣等委託料３０３万３,０００円、これ

が主なものでございます。 

  そして、下段の２款、医業費、１項、医業費でございますが、１目、医療用機械機器

費で、本年度４２０万１,０００円を計上してございます。対前年比２０１万９,０００

円の減になります。これは、昨年度、１枚めくっていただいた１５８ページの１８節、

備品購入費に計上させていただいておりましたが、臨床用の生化学自動分析装置２台、

及び薬の分包器２台を購入する予算を計上させていただいておりましたが、これがあり

ませんので、減額の主な要因となっております。 

  ２目の医療用消耗品費につきましては１２０万円、３目の医薬品衛生材料につきまし

ては４,５６０万円を計上してございます。 

  ４目の検査費につきましては１４４万円ということで、対前年比５６万円の減となっ

てございます。これは、先ほどご説明しました、備品購入費で分析装置を購入したため

に、血液検査の外注が要らないということで、その分の減額をしてございます。 

  そして、予備費、１００万円計上してございます。 

  以上が、２０年度の紀美野町国民健康保険診療所事業の特別会計予算の説明でござい
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ます。 

  引き続きまして、１６３ページをお願いいたします。 

  議案第２９号 平成２０年度紀美野町老人保健事業特別会計予算 

  平成２０年度紀美野町の老人保健事業特別会計の予算は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算） 

   第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１億７,４１７万円と定める。 

    ２  歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳

出予算」による。 

平成２０年３月１１日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  １６８ページをお願いいたします。 

  ２の歳入でございます。すべての科目において減となっておりますが、これにつきま

しては、本年４月より、従来の老人保健制度が後期高齢者医療制度の方に移行されるた

め、月遅れ請求分を除き、後期高齢者医療特別会計の方へ予算が移るためでございます。 

 

 では、１款、支払基金交付金、１目、医療費交付金につきましては、９,０２２万９,０

００円、対前年１０億１,８５４万６,０００円の減額でございます。 

  ２目の審査支払手数料交付金につきましては、５２万４,０００円、対前年度比６１

８万７,０００円の減額をお願いするものでございます。 

  ２款、国庫支出金の１項、国庫負担金、１目、医療費負担金につきましては、５,４

５４万８,０００円をお願いするもので、対前年比６億５,０００万円の減額となってご

ざいます。 

  次の３款、県支出金、１目、医療費負担金につきましては、１,３６３万７,０００円、

これは対前年比１億６,２５０万円の減額となってございます。 

  次の１６９ページをお願いいたします。 

  ４款の繰入金につきましては、一般会計繰入金が１,５２３万円、対前年比１億８,４

６０万７,０００円の減額となってございます。 

  １枚おめくりいただいて、１７０ページをお願いいたします。 

  ３の歳出でございます。こちらにおきましても、すべての科目で減額となってござい

ます。 

  １款、総務費、１項、総務管理費、１目、一般管理費につきましては、本年度５９万
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５,０００円をお願いするものでございます。対前年比２,２５０万７,０００円の減額

となってございます。 

  ２款、医療諸費、１目の医療給付費につきましては、１億６,７６５万６,０００円、

対前年比１９億４,５６８万５,０００円の減でございます。 

  ２目の医療費支給費につきましては、４３９万４,０００円、対前年比４,７８６万円

の減でございます。 

  ３目の審査支払手数料につきましては、５２万３,０００円、対前年比６１８万８,０

００円の減額となってございます。 

  １７１ページ、予備費でございますが、１目、予備費で１００万円を計上してござい

ます。 

  １７３ページをお願いいたします。 

  議案第３０号 平成２０年度紀美野町後期高齢者医療特別会計予算 

  平成２０年度紀美野町の後期高齢者医療特別会計の予算は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算） 

   第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ３億２,８７０万２,０００円と

定める。 

    ２  歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳

出予算」による。 

平成２０年３月１１日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  １７８ページをお願いいたします。 

  ２の歳入でございます。１款、保険料、１目、後期高齢者医療保険料につきましては、

１億４５６万８,０００円をお願いするものでございます。 

  ２款、使用料及び手数料の１目、諸証明手数料、２目、督促手数料につきましては、

各１,０００円をお願いするものでございます。 

  次の３款、繰入金の１目、一般会計繰入金につきましては、２億２,４１２万８,００

０円をお願いするものでございます。 

  ４款の諸収入につきましては、１目、延滞金、２目、加算金、３目、過料を、各１,

０００円、科目設定させていただいております。 

  １７９ページをお願いいたします。 

  同じく４款、２項、１目、雑入に、１,０００円の科目設定をさせていただいており
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ます。 

  １８０ページをお願いいたします。 

  ３の歳出でございますが、１款、総務費、１項、総務管理費、１目、一般管理費につ

きましては、本年度１,７３３万４,０００円をお願いするものでございます。 

  主な節予算といたしましては、２の給料８５８万９,０００円、３節、職員手当６１

０万３,０００円、４節の共済費１９１万９,０００円、１３節、委託料、６３万円でご

ざいます。 

  １８１ページをお願いいたします。 

  ２項、徴収費、１目、徴収費におきましては、本年度１４３万９,０００円をお願い

するものでございます。 

  ２款、１目、後期高齢者医療広域連合納付金につきましては、３億８９２万９,００

０円をお願いするものでございます。 

  予備費といたしまして、１目、予備費で１００万円を計上してございます。 

  以上、簡単でございますが、説明を終わらせていただきます。ご審議の上、原案どお

りのご可決を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

             （住民課主幹 南 秀秋君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    しばらく休憩します。 

              （午後 ２時１５分） 

            ――――――――――――――――― 

 再 開 

○議長（美野勝男君）    休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

              （午後 ２時４０分） 

◎日程第３４ 議案第３１号 平成２０年度紀美野町介護保険事業特別会計予算につい 

              て 

○議長（美野勝男君）    日程第３４、議案第３１号、平成２０年度紀美野町介護保

険事業特別会計予算について議題とします。 

  説明を願います。 

  保健福祉課長、井上君。 

            （保健福祉課長 井上 章君 登壇） 

○保健福祉課長（井上 章君）    議案書の１８７ページをお願いいたします。 
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  議案第３１号 平成２０年度紀美野町介護保険事業特別会計予算 

  平成２０年度紀美野町の介護保険事業特別会計の予算は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算） 

   第１条 歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ１３億９,６７５万５,０００円と

定める。 

    ２  歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳

出予算」による。 

 （歳出予算の流用） 

   第２条 地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により、歳出予算の各項の経

費の金額を流用することができる場合は次のとおりと定める。 

      （１）保険給付費の各項に計上された予算額に過不足を生じた場合における

同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用 

      （２）各項に計上した給料、職員手当及び共済費（賃金に係る共済費を除

く）に係る予算額に過不足を生じた場合における同一款内でのこれらの

経費の各項の款の流用 

平成２０年３月１１日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  １９２ページをお願いいたします。 

  まず、歳入の方からでございますが、各項毎に説明させていただきます。第１目の介

護保険料、第１款の介護保険料、第１目の第１号被保険者保険料でございますが、１億

６,３１５万９,０００円でございます。介護給付費の１９％に相当するものでございま

す。 

  ２款の使用料及び手数料は、科目設定でございます。 

  ３款、国庫支出金の１目の介護給付費負担金は、２億４,２００万１,０００円でござ

います。介護給付費の国の負担分２０％分でございます。ただし、施設サービス分につ

いては１５％でございます。 

  次の２項の国庫補助金、１目の調整交付金は、１億３,１８１万１,０００円でござい

ます。保険給付費の９.８％を見込みました。 

  それから、２目の地域支援事業交付金、介護予防事業では、２７７万１,０００円で

ございます。介護予防事業の国庫負担分でございます。 

  それから、３目の地域支援事業交付金、包括的支援事業・任意事業の分は７４６万３,
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０００円でございます。 

  それから、次の１９３ページ、第４款の支払基金交付金、１目の介護給付費交付金に

ついては、４億１,６９５万１,０００円でございます。２号被保険者からの交付金で、

保険給付費総額の３１％分でございます。 

  次の２目、地域支援事業支援交付金については３４３万６,０００円でございます。

介護予防事業費の支払基金の負担分でございます。 

  次の５款の県支出金、県負担金の１目の介護給付費負担金では、１億９,５１２万６,

０００円でございます。介護給付費の１２.５％でございます。ただし、施設サービス

分については、１７.５％分でございます。 

  次の２項、県補助金、１目の地域支援事業交付金、介護予防事業分でございますが、

１３８万５,０００円でございます。介護予防事業の県負担分を見込んでおります。 

  それから、次の２目、地域支援事業交付金（包括的支援事業・任意事業）３７３万１,

０００円については、包括的支援事業・任意事業の県負担分でございます。 

  １枚めくっていただきまして、１９４ページ、第６款、繰入金でございます。１目の

介護給付費繰入金については、１億６,８１２万５,０００円、介護給付費の１２.５％

でございます。 

  それから、同じく一般会計繰入金の中の２目の地域支援事業繰入金１３８万７,００

０円も、介護予防の一般会計の繰入分を見込んでおります。 

  それから、同じく３目の地域支援事業繰入金、これも一般会計からの、地域支援事業

（包括的支援・任意事業）の一般会計からの繰入分でございます。 

  ４目の事務費繰入金でございますが、これも事務費に係る一般会計からの繰入分でご

ざいます。 

  次の７款、繰越金については、科目設定でございます。 

  それから、８款、町債では、１目、財政安定化基金貸付金３,６４３万円は、介護給

付費と地域支援事業費の保険料負担分を補うものでございます。 

  次の、１９５ページ、諸収入、１項、１目の過料は科目設定でございます。 

  それから、同じく９款の２項、１目の滞納処分と２目の第三者納付金について、それ

から３目の返納金は科目設定でございます。 

  それから、４目の雑入については、６２１万１,０００円、介護予防計画作成の報酬

分でございます。 
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  歳出の方へ移らせていただきます。 

  次のページ、１９６ページをお願いいたします。 

  まず１款の総務費、１目の一般管理費では、介護予防支援事業業務委託料５００万円

と、電算システムの使用料が主な経費でございます。 

  ２項、１目の賦課徴収費については、保険料の賦課徴収に要する経費でございます。 

  次の１９７ページ、３項の１目、介護認定審査会費４５７万５,０００円は、１合議

体５人の、４合議体の認定審査会委員の報酬が主な経費でございます。 

  ２目の認定調査等費では４８３万８,０００円、調査に要する経費で、主治医の意見

書作成経費が主なものでございます。 

  １枚めくっていただきまして、１９８ページをお願いします。 

  ４項、１目の地域密着型サービス運営委員会費については、委員報酬でございます。 

  次の２款、１項、介護サービス等諸費各目につきましては、介護サービス給付に要す

る経費でございます。 

  続いて、１９９ページ、２項、介護サービス等諸費の各項目につきましては、介護予

防サービス給付に要する経費でございます。要支援１、要支援２の方に介護予防サービ

スを行うものでございます。 

  続けて飛ばしていただいて、２００ページ、１枚めくっていただいて、２００ページ

をお願いいたします。 

  ３項のその他諸費の審査支払手数料については、国保連合会への審査支払手数料でご

ざいます。 

  ４項、１目の高額介護サービス費については、それぞれ所得に応じ、利用者負担分が

上限を超えた給付費を負担するものでございます。 

  次の５項、特定入所者介護サービス等費の各目につきましては、所得により居住費や

食費が減額され、その上限を超えた給付費を負担するものでございます。 

  次の２０１ページをお願いします。 

  ３款の財政安定化基金拠出金は、県への拠出金でございます。 

  それから、４款の地域支援事業費は、６５歳以上の高齢者に対し介護予防事業を行う

もので、１項、１目の介護予防特定高齢者事業については、生活機能評価委託料が主な

ものでございます。 

  次の２目の、介護予防一般高齢者施策につきましては、職員１名の人件費と需用費が
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主なものでございます。 

  次の２０２ページをお願いします。 

  ２項、１目の介護予防ケア・マネジメント事業費については、特定高齢者介護予防プ

ラン作成等の経費でございます。 

  同じく２目の任意事業については、介護用品の支給が主なものでございます。 

  次のページ、２０３ページの３目、総合相談事業については、職員１名分の人件費が

主なものです。 

  同じく４目の権利擁護事業については、青年後見制度の経費が主なものでございます。 

  次の５目、包括的・継続的ケアマネジメント支援事業については、職員１名分の人件

費と、研修に要する経費が主なものでございます。 

  次の、２０４ページをお願いします。 

  ５款、予備費については、１００万円を置いております。 

  ６款、諸支出金は、返還金の科目設定と保険料の払戻金を設定をしております。 

  それから、２０５ページ、第７款の公債費につきましては、財政安定化基金への償還

金でございます。 

  以上、説明とさせていただきます。どうかよろしくお願いいたします。 

            （保健福祉課長 井上 章君 降壇） 

◎日程第３５ 議案第３２ 平成２０年度紀美野町のかみふれあい公園運営事業特別会計 

             予算について 

○議長（美野勝男君）    日程第３５、議案第３２号、平成２０年度紀美野町のかみ

ふれあい公園運営事業特別会計予算について議題とします。 

  説明を願います。 

  産業課長、中部屋君。 

             （産業課長 中部屋惠司君 登壇） 

○産業課長（中部屋惠司君）    それでは、２１１ページをお願いします。 

  議案第３２号 平成２０年度紀美野町のかみふれあい公園運営事業特別会計予算 

  平成２０年度紀美野町ののかみふれあい公園運営事業特別会計の予算は、次に定める

ところによる。 

 （歳入歳出予算） 

   第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ５,０２２万８,０００円と定め
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る。 

    ２  歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳

出予算」による。 

平成２０年３月１１日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  それでは、２１６ページをお願いします。 

  歳入からご説明をいたします。第１款、使用料及び手数料は３,０４２万８,０００円

でございます。内訳は観光施設等使用料２,７５５万４,０００円であります。これは、

オートキャンプ場、パークゴルフ場、バーベキューサイト等の使用料でございます。 

  農林業施設使用料２８７万４,０００円、これにつきましては農林産物等の販売、食

材供給コーナーなどの、ふれあい館の使用料でございます。 

  ２款、財産収入１０万円につきましては、財政調整基金の預金利子でございます。 

  第３款、繰越金１,０００万円は、前年度からの繰越金でございます。 

  第４款、諸収入９６０万４,０００円の内訳につきましては、隣接しております県動

物愛護センター施設の清掃管理委託を受けていることから、それに係る受託収入９４９

万９,９８０円と、県との共有施設であります上水貯水槽の管理負担金１０万４,５８０

円でございます。 

  雑入の９万６,０００円につきましては、公衆電話収入と自動販売機等の設置料でご

ざいます。 

  歳入の合計は５,０２２万８,０００円でございます。 

  歳出に移ります。２１７ページ。 

  一般管理費の中で、４,９１２万８,０００万円の内訳でございますが、給料、職員手

当につきましては、町職員１名に係る人件費でございます。また共済費は、一般職員分

とふれあい職員に係る社会保険料でございます。 

  賃金につきましては、ふれあい職員に係る人件費でございます。 

  旅費は研修の旅費でございます。 

  需用費５９０万７,０００円のうち、消耗品費１２５万４,０００円につきましては、

清掃用の洗剤、トイレ用品などでございます。印刷製本５０万４,０００円につきまし

ては、リーフレットなどの印刷製本費でございます。電気、水道料、修繕料は、施設に

係るものでございます。 

  役務費につきましては、電話料、広告料、それから浄化槽の清掃の手数料等でござい
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ます。 

  それから、２１８ページお願いします。 

  委託料につきましては、２,５４４万４,０００円を計上しておりますが、主なものと

しましては、施設の警備費として３５６万６,０００円、動物愛護センター、またふれ

あい公園全体の清掃、維持管理委託として９２４万円、周辺緑地の立ち木等の管理委託

としまして５０万円、それから芝生の管理としまして１,１３４万円が主なものでござ

います。 

  使用料及び賃借料で、機器等借上料１５万２,０００円につきましては、ファックス

などの複合機のリース料でございます。 

  原材料６０万円は、設備用の資材でございます。 

  備品購入費につきましては１０万５,０００円計上しておりますが、これは芝刈機の

購入費でございます。 

  公課費につきましては、消費税でございます。 

  第２款、予備費としましては、１００万円を計上してございます。 

  第３款、諸支出金１０万円につきましては、基金積立金でございます。 

  歳出総額５,０２２万８,０００円でございます。 

  以上、よろしくお願いいたします。 

             （産業課長 中部屋惠司君 降壇） 

◎日程第３６ 議案第３３号 平成２０年度紀美野町農業集落排水事業特別会計予算につ 

              いて 

○議長（美野勝男君）    日程第３６、議案第３３号、平成２０年度紀美野町農業集

落排水事業特別会計予算について議題とします。 

  説明を願います。 

  建設課長、大竹君。 

             （建設課長 大竹康夫君 登壇） 

○建設課長（大竹康夫君）    ２２５ページをお願いします。 

  議案第３３号 平成２０年度紀美野町農業集落排水事業特別会計予算 

  平成２０年度紀美野町の農業集落排水事業特別会計の予算は、次に定めるところによ

る。 

 （歳入歳出予算） 



－９７－ 

   第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ２,５８９万６,０００円と定め

る。 

    ２  歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳

出予算」による。 

平成２０年３月１１日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  それでは、２３０ページをお願いいたします。 

  歳入。第１款、分担金及び負担金、第１項、分担金及び負担金、１目、分担金、及び

２目の負担金については、加入者１件分の分担金と、新設工事負担金の６５万円でござ

います。 

  ２款、使用料及び手数料、１項、使用料及び手数料の１目、農業集落排水施設使用料

は、２００戸の使用料の８６１万７,０００円でございます。現年度８６１万６,０００

円と、滞納繰越分の１,０００円でございます。 

  手数料については、１万円でございます。 

  それから、繰入金、これは一般会計からの繰入金で、１,６５１万９,０００円でござ

います。 

  繰越金１０万円を見込んでおります。 

  それでは、２３１ページをお願いします。 

  １款、総務費、１項、施設管理費、１目、一般管理費でございます。一般管理費１,

１４５万２,０００円で、主なものを説明させていただきます。まず職員１人の人件費

で、５４３万９,０００円でございます。 

  それから、需用費のうち、電気料については１５５万円で、需用費全体で２２５万円

でございます。 

  役務費、１７０万６,０００円のうち、し尿汚泥くみ取り手数料については１６３万

８,０００円、年１１５立米を見込んでおります。 

  １３節、委託料については、施設管理委託料１３８万６,０００円を含む全額、１６

６万２,０００円でございます。 

  それから、次のページ、２３２ページをお願いします。 

  ２款、公債費でございます。１目、元金、７３７万３,０００円でございます。それ

から２目、利子６７７万１,０００円、計１,４１４万４,０００円でございます。 

  次に、３款、予備費、１目、予備費３０万円でございます。 
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  よろしくお願いいたします。 

             （建設課長 大竹康夫君 降壇） 

◎日程第３７ 議案第３４号 平成２０年度紀美野町野上簡易水道事業特別会計予算につ 

              いてから 

◎日程第３９ 議案第３６号 平成２０年度紀美野町上水道事業会計予算についてまで一 

              括上程 

○議長（美野勝男君）    日程第３７、議案第３４号、平成２０年度紀美野町野上簡

易水道事業特別会計予算について、日程第３８、議案第３５号、平成２０年度紀美野町

美里簡易水道事業特別会計予算について、及び日程第３９、議案第３６号、平成２０年

度紀美野町上水道事業会計予算について、一括議題とします。 

  説明を願います。 

  水道課長、岡本君。 

             （水道課長 岡本卓也君 登壇） 

○水道課長（岡本卓也君）    予算書の２３９ページをお願いいたします。 

  議案第３４号 平成２０年度紀美野町野上簡易水道事業特別会計予算 

  平成２０年度紀美野町の野上簡易水道事業特別会計の予算は、次に定めるところによ

る。 

 （歳入歳出予算） 

   第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ２億９,０１０万８,０００円と

定める。 

    ２  歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳

出予算」による。 

 （地方債） 

   第２条 地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる地方債の起

債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第２表 地方

債」による。 

平成２０年３月１１日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  ２４５ページをお願いいたします。 

  歳入でございます。１款の使用料、手数料、１目の水道使用料で、３,８８５万円で

ございます。現年度分が３,８８０万と、過年度分５万でございます。 
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  同じく２項手数料で、１目の給水装置手数料が６,０００円でございます。給水装置

工事の設計審査手数料が５００円の２件、給水装置工事検査手数料２,５００円の２件

を見込んでおります。 

  ２款の分担金及び負担金、１項の負担金の１目、給水負担金では１０万５,０００円、

これは給水加入負担金５万２,５００円の２件分を見込んでおります。 

  第３款、県支出金、第１項、県補助金、１目の簡易水道施設整備費県補助金で６,７

３３万３,０００円、これは、簡易水道施設整備事業に伴う補助金でございます。 

  ４款の繰入金、１項の繰入金で、１目、一般会計繰入金８１万３,０００円、これは

一般会計からの繰入金でございます。 

  ２４６ページをお願いいたします。 

  ５款、諸収入、１目の雑入で、６４６万１,０００円、主なものは、消火栓の設置工

事の負担金でございます。 

  ６款の町債、１目の簡易水道債は１億７,０００万で、簡易水道事業債が８,５００万、

過疎対策事業債が８,５００万でございます。 

  ７款の繰越金、１目の繰越金で、６５４万でございます。 

  次に、２４７ページをお願いいたします。 

  歳出でございます。１款、衛生費、１項、簡易水道費で、１目の一般管理費で３,３

８２万５,０００円でございます。給料、職員手当、共済費、需用費、主なもののみ説

明させていただきます。 

  給料、２名分で６２１万９,０００円、３節の職員手当で４０１万９,０００円、共済

費で１３３万３,０００円、需用費では、電気料が１,２０６万円でございます。 

  １２節の役務費では、テレメーター、通信費のテレメーターが７３万１,０００円と、

損害保険料、これは水道機械とか損害賠償の保険でございます。３０万９,０００円。 

  １３節の委託料では、６５７万９,０００円で、休日及び夜間の警備委託料が１８１

万２,０００円と、水質検査委託料が３３４万９,０００円、あとメーター検針委託料が

１１９万７,０００円でございます。 

  ２４８ページをお願いいたします。 

  １４節の使用料及び賃借料では、１８９万１,０００円のうち、主なものは借地料の

１５７万９,０００円でございます。 

  １９節の負担金補助及び交付金では、２７万６,０００円、県水道協会の分担金でご
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ざいます。 

  ２目の作業費では、４６４万４,０００円でございます。職員手当で４８万６,０００

円、需用費で３１５万、修繕料が２２５万で、漏水修理ほか、電気機器関係の修理費を

見込んでおります。 

  １３節、委託料が６３万円、雑草等刈取手数料でございます。 

  １６節の原材料費が３０万１,０００円、１８節、備品購入費が２万７,０００円、２

２節の補償補てん及び賠償金が５万円、漏水等の補償金でございます。 

  ３目の施設備費で２億４,９２０万８,０００円でございます。主なものは、１３節の

委託料３２５万５,０００円の河北統合簡易水道事業施設整備工事施行監理委託料が３

２５万５,０００円と、１５節の工事請負費、河北統合簡易水道事業の工事請負費が２

億４,５０８万９,０００円でございます。 

  ２款の公債費で、利子では１８３万１,０００円、これは２３節の償還金利子及び割

引料でございます。長期債の利息でございます。 

  ３款の予備費で、６０万でございます。 

  恐れ入りますが、２４２ページにお戻りください。 

  地方債でございます。 

  起債の目的、河北統合簡易水道事業の過疎対策事業債、限度額が８,５００万、簡易

水道事業債が、同じく８,５００万の計１億７,０００万円でございます。 

  起債の方法は、普通貸借または証券発行。 

  利率は３.５％以内、ただし利率見直し方式で借り入れる政府資金及び地方公営企業

等金融機構資金について、利率の見直しを行った後においては、当該見直し後の利率で

ございます。 

  償還の方法、政府資金については、その融資条件により、銀行その他の場合には、そ

の債権者と協定するものによる。ただし、町財政の都合により据置期間及び償還期限を

短縮し、または繰上償還もしくは低利に借り換えすることができる。 

  野上簡易水道については以上です。 

  次に、２５５ページをお願いいたします。 

  議案第３５号 平成２０年度紀美野町美里簡易水道事業特別会計予算 

  平成２０年度紀美野町の美里簡易水道事業特別会計の予算は、次に定めるところによ

る。 
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 （歳入歳出予算） 

   第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１億１,９３３万８,０００円と

定める。 

    ２  歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳

出予算」による。 

平成２０年３月１１日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  ２６０ページをお願いいたします。 

  歳入です。１款の使用料、手数料、１目の水道手数料では、６,６００万１,０００円

でございます。現年度分が６,６００万と、過年度分が１,０００円でございます。 

  １款、２項、手数料で、１目の給水装置手数料は３万円、現年度分で給水装置の工事

設計審査手数料、及び給水装置の工事検査の手数料でございます。 

  ２款の分担金及び負担金、１項の負担金では、給水負担金が３７万７,０００円で、

前年度と変わりございません。 

  １節の給水負担金が３６万７,０００円と、２節の給水工事負担金が１万円でござい

ます。 

  ２款の分担金及び負担金の２項の分担金、１目の簡易水道施設整備費分担金では、１

万円、簡易水道施設整備費分担金で１万円でございます。 

  ３款の繰入金の１項、繰入金で、一般会計繰入金４,８３６万円、１節の一般会計繰

入金で４,８３６万円でございます。 

  ４款の諸収入、１項の諸収入で、１目の雑入で４５５万、主なものは水道管の移設工

事の補償金４５０万でございます。町道谷線道路改良工事に伴う補償金が２００万と、

町道狼谷線谷口橋工事に伴う補償金が２５０万円でございます。 

  ５款の繰越金が１万円で、前年度繰越金でございます。 

  ６款の県支出金で、簡易水道施設整備費県補助金が０、これは廃目整理でございます。 

  同じく７款の町債の簡易水道債も、統合事業完了により廃目でございます。 

  次のページ、２６２ページをお願いいたします。 

  歳出です。１款、衛生費、１項、簡易水道費の１目、一般管理費で、５,７５７万７,

０００円でございます。給料１,７８０万９,０００円、一般職の給料が５名分でござい

ます。同じく職員手当等が１,３３６万７,０００円、共済費が３９５万９,０００円で

ございます。 
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  １１節の需用費では、主なものは電気料でございます。これは中継ポンプ場等の増え

たものでございます。 

  １２節の役務費につきまして、主なものは、通信費でございます。１９７万７,００

０円。 

  １３節の委託料は、８８０万５,０００円でございます。主なものは、水質検査の委

託料が３２４万４,０００円、これは水質検査の項目増等でございます。メーター検針

委託料が２１１万７,０００円、これも谷地区滝ノ川の分が増加しております。あと、

夜間等監視委託料が２７１万２,０００円が主なものでございます。 

  １４節の使用料及び賃借料が１７３万４,０００円で、主なものはシステムソフト等

の使用料１５４万９,０００円でございます。 

  １９節の負担金補助及び交付金で１０万円、これは海南野上土地改良区への負担金で

ございます。 

  ２３節の償還金利子及び割引料が１万円と、２７節、公課費が９,０００円、これは

重量税でございます。 

  ２目の作業費では、１,２５６７万１,０００円で、３節の職員手当等が１２万２,０

００円、報償費が４万４,０００円、需用費が６６１万で５,０００円で、主なものは修

繕料でございます。 

  委託料では５５万、これは雑草等の刈取委託料でございます。 

  工事請負費は４５０万、これは町道谷線道路改良工事に伴う水道管移設工事でござい

ます。 

  ２６４ページをお願いいたします。 

  １６節の原材料費で７２万円、１８節の備品購入費で１万円。 

  ３目、施設備費は、工事完了によりなくなりました。 

  ２款の公債費で、１目の元金が２,４８７万５,０００円、利子が２,３７２万５,００

０円の４,８６０万円でございます。 

  予備費は、６０万でございます。 

  以上、美里簡水でした。 

  次に、２７１ページをお願いいたします。 

  議案第３６号 平成２０年度紀美野町上水道事業会計予算 

  （総則） 
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  第１条 平成２０年度紀美野町上水道事業会計の予算は、次に定めるところによる。

（業務の予定量） 

  第２条 業務の予定量は次のとおりとする。 

   （１）給水栓数２,５８０栓。 

   （２）年間給水量７０万８,１００立米。 

   （３）１日平均給水量１,９４０立米。 

  （収益的収入及び支出） 

  第３条 収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。 

  収入、第８款、水道事業収益１億２,５５９万８,０００円。 

  第１項、営業収益１億２,３８６万１,０００円、第２項営業外収益、１７３万７,０

００円。 

  支出、第９款、水道事業費用、１億２,５５９万８,０００円。 

  第１項、営業費用１億１,２４８万８,０００円、第２項営業外費用、１,１７８万８,

０００円、第４項、予備費１３２万２,０００円。 

 （資本的収入及び支出） 

  第４条 資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。（資本的収入額が資

本 

   的支出額に対し不足する額２,８５９万５,０００円は、当年度分損益勘定留保資金 

   ２,５８６万円、減債積立金１７８万５,０００円、及び当年度分消費税及び地方消

費税資本的収支調整額９５万円で補てんするものとする） 

  ２７２ページをお願いします。 

  収入、第１０款、資本的収入、０。 

  支出、第１１款、資本的支出２,８５９万５,０００円、第１項、建設改良費１,９９

５万、第２項、企業債償還金８６４万５,０００円。 

 （一時借入金） 

  第５条 一時借入金の限度額は５,０００万円と定める。 

 （議会の議決を経なければ流用することができない経費） 

  第６条 次に掲げる経費については、その経費の金額をそれ以外の経費の金額に流用 

   し、またはそれ以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、議会の議決を経な 

   ければならない。 
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   （１）職員給与費 ４,２１１万６,０００円。 

 （利益剰余金の処分） 

  第７条 利益剰余金のうち１７８万５,０００円は、次のとおり処分するものと定め

る。 

   （１）減債積立金 １７８万５,０００円。 

 （たな卸資産購入限度額） 

  第８条 たな卸資産購入限度額は、３６０万９,０００円と定める。 

平成２０年３月１１日提出 紀美野町 寺本光嘉 

  ２７５ページをお願いいたします。 

  平成２０年度紀美野町上水道事業会計予算実施計画明細書 

  収益的収入及び支出、収入でございます。 

  ８款の水道事業収益は１億２,５５９万８,０００円、１項の営業収益で１億２,３８

６万１,０００円、１目、給水収益、１節の水道料金で１億２,３００万。 

  ２目の受託工事収益の１節、新設工事収益では１,０００円、その他営業収益では８

６万、１節の材料売却収益で６５万円、２節の手数料では１０万円、他会計負担金で１

０万円、雑収益で１万円でございます。 

  ２項の営業外収益で、受取利息及び配当金の預金利息は９万円、雑収益の１節、工事

負担金で７８万７,０００円、これは新設５万２,５００円の１５件を見込んでおります。 

  その他、雑収益で８６万円。 

  支出でございますが、主なもののみ説明させていただきます。 

  ９款の水道事業費用が１億２,５５９万８,０００円、１項の営業費用で１億１,２４

８万８,０００円。 

  １目、原水及び浄水費では、３１節の修繕費が１００万円、これはろ過池の清掃代及

びポンプ等の修理でございます。 

  ２７６ページをお願いいたします。 

  ３３節の動力費が９００万円、これは取水送水ポンプの動力費及び浄水場内の電気料

金でございます。 

  ４１節、委託料が１３０万７,０００円、これは水質検査と検便でございます。 

  ４２節の賃借料では、３０１万５,０００円、これは浄水場の借地料と取水料でござ

います。 
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  ２目の配水及び給水費で３,１２０万３,０００円、給料の９０８万１,０００円、こ

れは職員２名分でございます。 

  あと手当、法定福利費が２０２万８,０００円、３１節の修繕費で５００万、これは

漏水修理とかメーター器の補修でございます。 

  ３３節の動力費が１２６万、これは樫河、動木、小畑のポンプの電気料でございます。 

  ３５節の材料費が１５０万、補修用の材料代でございます。 

  ４１節の委託料、３９９万８,０００円、これは検針とか、電気保安管理料でござい

ます。 

  受託工事費で１,０００円。 

  ４目の業務及び総係費でも、主なもののみ説明いたします。 

  給料が職員３名で１,２９８万２,０００円、手当で８９２万９,０００円、法定福利

が２９０万１,０００円。 

  あと保険料が、１１６万９,０００円が、公用車とか、施設の保険料でございます。 

  ４１節の委託料が９３１万円、これは水道料金の徴収とか、警備委託料、その他でご

ざいます。 

  ４２節の賃借料で２２１万４,０００円、これは複写機とか、財務システムリースそ

の他でございます。 

  次に、５目の減価償却費、これは有形固定資産の減価償却が２,５８６万１,０００円

でございます。 

  あと、６目の資産減耗費が３１万円でございます。 

  次に、２７８ページをお願いいたします。 

  ２項の営業外費用でございます。支払利息で、企業債の利息が６７２万８,０００円、

これは長期の企業債利息でございます。 

  ２節の借入金の利息が１０万円。 

  ３目の雑支出で、その他雑支出で１９１万７,０００円、これは消火栓設置替等工事

が２基でございます。 

  そして、消費税、これが３０４万３,０００円でございます。 

  予備費は、１３２万２,０００円でございます。 

  資本的収入及び支出でございます。 

  収入、資本的収入はありません。 



－１０６－ 

  支出でございますが、１１款の資本的支出が２,８５９万５,０００円のうち、建設改

良費が１,９９５万円、内訳といたしましては、県道奥佐々阪井停車場線、小川橋から

唐渡瀬橋の約１,０００メーターの配水管の測量設定委託業務が５２５万と、野鉄代替

道の配水管の新設工事、約４００メートルが上下２本でございます。これが１,４７０

万円でございます。 

  ２項の企業債償還金では、１目の企業債償還金で８６４万５,０００円となっており

ます。 

  あとのページにつきましては、平成２０年度資金計画及び１９年度の予定損益計算書、

予定貸借対照表、及び企業債明細書となっておりますので、ご参照お願いいたします。 

  以上、まことに簡単ですが、説明とさせていただきます。よろしくご審議のほどお願

いいたします。 

（水道課長 岡本卓也君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

 散 会 

○議長（美野勝男君）    本日はこれで散会します。 

（午後 ４時２５分） 

 

 


